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秋田県の農村における母子衛生について

秋田県衛生科学研究所母子衛生科 小 西玲子

はじめに

秋田県は，晨家人口54.9%を有する東北寒冷農村地帯

として，特殊な環境にあることは国内においても注目さ

れているところである。本県における乳児死亡率は，高

率県として常に全国ペスト10内に位している。

母子衛生向上のため，特に晨村ならびに僻地の対策の

あり方は，現在各方面で論議されているところであり，

本県においても当面の急務となっている。

このためには，正しい改善の目標をたてることが必要

なわけであるが，これに対いし，県独自の特別対策のな

かったこれまでの経過をふり返ってみるに，たとえば乳

児死亡率をみても遂次減少の傾向をみていることは事実

である。

これは，時代の生活システムの向上と関連して，漸次

改善の方向にむかっているものと一応老；えられるが，過

去から現在までの道程を調査分析し，その改善のスピー

ド，ならびに阻害要因を把握し，これにより具体的な目

標を設定し，改善への努力をすることが必要である。

先づその第 1過程として，本県母子衛生の問題を，人

口動態統計の面よりとりあげ，全県的にふりかえり，さ

らに 1保健所管内（本荘保健所）を対象として，その疫

学的分析を行ない，統計の上に現われた問題点に対いし，

実態はどのようになっているのかを 2カ年の母子検診の

上よりながめてみることとする。

A 人口動態統計の上より

秋田県の母子衛生における

統計的概略

1出生

図 1に示す如く，明治33年以来の統計では，常に全国

平均を上廻り，中でも注目すべきは大正9年より急激に

増加し，出生率は人口1000対44.3と全国平均を大きく上

廻り，この高い出生率が昭和6年頃までつづいたことで

ある。戦後は昭和22,23, 24年のベビープームのあとは，

全国的傾向と同様減少をたどり，昭和35年に至り 17.6と

図 1 出生率年次推移（人口1000対）
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全国並の出生状況となり，昭和37

年に 16.7（全国 16.9), 38年に

16.6（全国17.2)と全国平均を下

廻る明治以来の最低を記録するに

至った。

施設内外別立合者別出生状況は

図 2の様で昭和37年は，施設内

38.2綺 施設外61.8劣で，約60%

が助産婦によって行なわれてい
しQo 
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死 産

図 3のとおり，昭和10年までは

全国平均を上廻っていたが，昭和

11年に出産1000対死産率49.3とは

じめて全国平均以下となった。そ

の後，全国を上下し，昭和24-33

年まで大体全国平均以下が続い

た。昭和34年に 104.1と急速に上

昇し全国平均を上廻り， 35年36と

ほゞ同様に続き， 37年96.1, 38年

98.4（全国95.7)と高い率をしめ

ている。

死産の自然，人工別では，図4

に示したとおりで，全国平均では

人工死産が自然死産を上廻ってい

たのが，人工死産は昭和29年より

減少の傾向をたどり，自然死産は

逆に昭和39年より36年の間で増加

を示したので，昭和34年以降は，

自然死産が人工死産より多くなっ

た。本県では昭和2舷Fより人工死

産が自然死産を上廻り，現在なお

同様の傾向が続いている。昭和35

年の人工死産率は66.2と自然死産

の 1,7倍で全国と反対の結果を示

し，いっこうに減少の傾向を示さ

なし ‘0

図2 施設の内外別，立会者別の出生状況
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人工紐編中絶 図6

死産の中における人工死産の増加は，いきお

い人工妊娠中絶に関与し，図5の様に年々出生

の減少に相反して，昭和3呼まで着実に上昇し

ている。ことに昭和27年優生保護法の一部改正
N 

：：：t;：竺？：：：；tここご'37年］

図5 出生数，人工妊娠、

中絶数年次推移 （秋田県）
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昭和37年市町村別中絶数において，出生よ

り多い市町村が24カ所（33%)もあり，図6

に示したように県北ならびに中央山間部に集

積している。
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乳 児 死 亡

表 1の如く，毎年全国高位10県内にあるが，
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第 1表 乳児死亡率高率県 10県

年度＼順＼ 位 I 1 I 2 I 3 I 4 | 5 I 6 I 7 I 8 I ， 
＼ 

10 

｛ 死県亡名率 I 青森 I 岩手 I 石川 I 茨城 I 富‘山 I 秋田 I 福島 I 高 卸 I 徳 島 I 滋 賀
昭和33年I 53. 0 52. 9 46. 4 45. 3 45. 1 44. 2 44. 0 41. 9 41. 8 41. 7 

｛ 死県亡名率 I 岩 手 I 青森 I 富山 I 福島 | 石 川 I 香川 I 秋田 I 茨城 I 福 井 埼 玉
昭和34年 56. 1 so. 9 45. 9 45. 0 44. 9 42. 3 41. 6 41-1 40. 9 40. 2 

｛ 死県亡名率 I 岩 手 I 青森 I 福島 茨城 I 香川 I 徳島 I 富 山 I 石川 I 高 知 I 秋 田
昭和35年 48. 5 45. 8 41. 6 40. 8 40. 3 39. 2 39. 1 38. 6 37. 9 36. 2 

情凸I 青森 I 岩手 | 富山 茨城 I 秋3田 I 香 川 福 6~ I 山形 I 徳島I 石川
昭和36年 43,9 41.0 38-7 38.3 7,2 36-5 3 35.6 35-1 34.6 

昭和37年 ｛ 死県亡名率 I 岩 手 I 青森 I 香川 福島 I 佐賀 徳島 I 宮 崎 I 秋33田 I 茨 城 1栃木，埼玉
41. 1 38. 2 36. 6 35. 1 34. 6 33. 5 33. 4 .  3 32. 9 32. 4 

昭和3辟F｛ 死県亡名率 I 岩 手 | 青森 I 徳島 | 香川 | 秋30田 I 長崎 I 熊 本 | 富 山 | 鳥取，佐賀I 宮 崎
35. 4 34. 7 32-7 31. 5.  0 29. 8 29. 2 28. 6 28. 1 27. 6 
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図 7 乳児死亡率年次 推 移 （出生1000対）
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全国的傾向と同様に図7でみるとおり年々

減少しており，ことに昭和26-30年までは

35％の減少率で，全国平均の31％減より多

い減少傾向である。しかしながら，昭和35

年よりほとんど横ばい状態で，このま.I..で

は一応限界にあることが伺がわれる。

市町村別乳児死亡率を，昭和33-37年の

5カ年平均でみると，県平均は出生1000対

39.5であるが，図8に示したごとく，県内

の市町村間では，最低18.8（琴浜村）より，

最高79.0（鳥海村）とかなりの地域差がみ

れ，県南，県北の山間部町村が高率の傾向

を示した。
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表 2 全国死因順位の年次変動

1 位 .• 2 位 3 位 4 位 5 
，， 

位 ・
年 次

死 因 I率 死 因 I率 死 因 l率 死 因 I率 死 因 I率，

明治33年 1晏醤只せ裟 I226.11全結核 I163. 71鷹唱押置霊 I159._2¥下痢，腸炎 I133.al老 衰 I131.c 

明治38年 1嬰棗灯点裟 1247.41全結核 I206.oi盟唱神置喝 I163-41老 衰 1i39.91下痢，腸炎 I137.2 

明治43年 1 嬰忌笞~i 262.0 全結核|230.21下痢，腸炎 |213,41悶鷹神；畠羞 I131.9l老 衰¥120.2 

大正4 年 1 嬰繁姜~ I 261.1 下痢，腸炎 |247.21全 結核|219.71盟覧門『品 I128.81老 衰 112. 5 

大正9年 1嬰香灯さ裟 14oa.ol下痢，腸炎 |254.21全結核 |223.11 ;_‘ノ、ノフ;J 193. 71農鷹神畠温 157.6 

大正14年 嬰窄灯も裟1275.6下痢，腸炎 |238.21全結核 |194.ii盟燐抽置温 I161. 21老 衰 I117. 2. 

昭和5年 I下痢，腸炎 |221.41嬰醤門足裟¥200. 11全結｀核 l185.61盟覧神畠喝：¥162. al老 衰 I118.8 

昭和10年 1全結核 l190.8l豊醤臼点裟 I186.71下痢，腸炎 I173.21盟燐神；畠頃；i165. 4 老 衰 114. 0 

昭和15年 l全結核 |212.91嬰醤およ裟I185.81出陰門『腐 I177.7下痢，腸炎 I159. 2 老 衰j124.5 

昭和22年 1全結核 I187 2i塁督唸羹 174.8|[‘日̀13681型悶警温 I129. 4 老 衰I100.・3 
昭和23年 全結核 179.91閏闊噌温 I117.91誓羹:iI 109.91 塁斎唸~ I 98.61老 衰 79.5

昭和24年 全結核 168.81よ開詈扁 122.6嬰棗唸旦 I100.〇［：萎,I 92.61老 衰 I80. : 

昭和25年 全結核 146.41霜贔 127.1嬰繋芸 93.21 i~夏] |82. 4I悪性新生物 I77.4 

昭和26年 1口炉麟 125.21全結核 ll0.3嬰が芸 82.8悪性新生物 78.sl老 衰 I70.'j 

昭和27年 1謬噌巖 128.5全結核 82, 31悪性新生物 Iso. 91老 衰 69. 31嬰督芸 67.1 

昭和28年 I閲摩腎巖 133-71悪性新生物 |82.21老 衰| 77.61嬰魯芍旦 I刀． 31全結核 |66.5

昭和29年 1:開噌喝 132. 41悪性新生物 |85.3|老 衰 |69.51全結核 |62.4心臓の疾患 I60. ~ 

昭和30年 l間は管腐 136斗悪性新生物 |87.11老 衰 |67.ii心臓の疾患 |60.91全結核 |52-3

昭和31年 l間累冒温 148 41悪性新生物 |90.71老 衰| 75.8I心臓の疾患 |66.01全結核 48.E 

昭和32年 l農覧嗜腐 151. 71悪性新生物 |91.31老 衰 |80.51心臓の疾患 |73.11嬰含唸旦I59.;, 

昭和33年 1盟開帽喝 148. 61悪性新生物 |95.51心臓の疾患|64.8l老 衰| 55. 51塁さおよ旦 I47.E 

昭和34年 l謬嗜羞 153.71悪性新生物 |98.21心臓の疾患 |67外老 衰 |56.1\ 塁忌笞~¥ 45._2 

昭和35年 l型悶噌喝 160.41悪性新生物 I100.1I心臓の疾患 |72外老 衰 |58.01・1喜唸羹 I49.2 

昭和36年 1閲覧嗜温 1悪性新生物 I I心臓の疾患 I I老 衰 I 不慮の事故

9

.
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秋田県死因順位の年次変動

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位
年 次

因 I率 因 I率 因 I率 因 1 率 因 I率死 死 死 死 死

I | | I I I I | | 

明治39年 I閲覧噌ぱi191.91脳膜炎 |155.11農惰固II 134_91 嬰ぢ梵~ I 134.31澤盆，鷹生i105.4 

明治43年 1 孟閑唱f品 1189-31 塁醤；おi~ I 175-61下痢，腸炎 |172.1喜生塁固孟 I171外脳膜炎j161. 3 

大正4年 I下痢，腸炎 207.91嬰含灯;g|185.41農生塁固11181.11:贋門『羞 I163.ai脳膜炎 I138. 3 

大正9年 1嬰醤ぉ点裟 1326.61下痢，腸炎 |283.01:醤門『羞 I264.ol農生羹固口 1232.al脳膜炎¥136.E 

大正14年 1下痢，腸炎 |341.51盟悶神：畠溢 1281.1I房生器固棗 I24a.ol嬰醤灯も裟 1230.ol腎臓炎 |140.E

昭和5年！下痢，腸炎 |325.8！農鷹門『品j269.ol悶生筵固:j 202.41嬰醤灯点裟 I188.91腎臓炎 |117.3

昭和10年 l出嘔神；魯品 I270.6l下痢，腸炎 |232.oi農生羅固棗 I211.81嬰棗臼点裟 I188.31結 核 I128.7 

| I I I I I I I I | 

昭和22年 悶附嗜濯 211.0/下痢，腸炎 190.41全結核¥165. 1¥嬰危堪旦¥142.0¥悶生『:¥ 126. 7 

昭和23年 1謬嗜喝 1195.91下痢，腸炎 183.1全結核I178.41悶生羹固II 110.7塁傷笞i1104.S 

昭和24年 謬嗜屈 189.4全結核 165.0下痢，腸炎¥126.3喜嗜固:¥ 121.0¥嬰斉ど殺 105.5

昭和25年謬噌腐 187.3全結核 145.31!‘`日¥111.3喜嗜固:¥ 96.61老 衰 70.7. 

昭和2碑i閲覧嗜羞¥201.3全結核 1041寄嗜固:I 100.91 i‘`日I93-21麟唸旦I77 0 

昭和27年！農瞥叡;¥ 194. 3農惰固:I 84.61悪性新生物 I7771全結核 I77 4!‘`'  68 1 

昭和2時; I盟覧嗜屈 1792.61悪性新生物 |73.11嬰暦唸g| 72.4l老 衰 |69.11磨嗅固11 68.2 

昭和29年 I閲覧嗜贔i100.91悪性新生物 |76.ol老 衰| 66.3¥嬰忌芍g| 60.9I心臓の疾患| 59,9 

昭和30年 I閲覧嗜品 I204.51悪性新生物 |79.oj老 衰 |67.3¥心臓の疾患 |55.31嬰暦唸娑¥ 50.3 

昭和31年 I型駅魯畠 I211.51悪性新生物 |88.31老 衰| 66.a¥心臓の疾患 59. 71悶生協固i1 47.2 

昭和3誨こ I閏塁讐巖 I213. 31悪性新等 |86.7心臓の疾患 64. 21老 衰| 63.81 嬰忌屯~ 1 51.5 

昭和33年 I閏阻警贔 I215斗悪性新生物 |87.91心臓の疾患 |a1.ol老 衰 |46-31塁忌芍旦 I43.4 

昭和34年 1□燐神；魯品 I215.81悪性新生物| 93.21心臓の疾患| 66.81嬰含およ裟 I48. 1I老 衰＼ 44.l

昭和35年 l閂＆噌磁 1233.2I輯新生物 |103.ol心臓の疾患 |75.31塁含灯点賃 I47.7i老 衰| 41.3 

昭和3碑 1盟唱嗜温 245.91悪性新生物 I104.31心臓の疾患 |71.91老 衰| 45.61不慮の事故| 43.4 

昭和37年 I閲覧嗜羞 1244.ii悪性新生物 I105.oI心臓の疾患| 81. 41老 衰| 43.61嬰祭ょg| 40.2 

昭和3時こ 1出覧神；魯品 I251.91悪性新生物 I106. 61心臓の疾患| 73.31不慮の事故|38.21老 衰 |33.5
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新生児死亡 図 9 日令，月令別乳児死亡の割合 （秋田県）

毎年全国平均を上廻る高い死亡率

であるが，その減少傾向は，乳児死

亡率と同様に，昭和26:.---30年までは

19%の減少率で，全国平均の12％減

以上の減少傾向であったが，昭和35

年以来全く停止状態である。

乳児死亡における新生児死亡の場

合は，図9の日月別乳児死亡にみる

如<, 4週末満の死亡が昭和31年は

54.0％に対いし， 38年は61.3％とそ

の比率は新生児に重みがかLってき

ている。

6 総死亡の中における

乳児死亡死因順位

表 2は簡易分類による明治33年以

降上位死因5位までをとりあげたも

のである。これに基づき，乳児死亡

と関係のある死因の動きをみると，

結核その他の細菌感染の猛威をふる

／つていた明治から昭和 10年にかけ

て，所謂新生児固有の疾患は第3位

である。昭和22年に 5位， 26年再び

3位， 27年 2位， 31年に至るも 5位

を下らず， 32年にやっと姿を消すに

至った0 37年第8位である。

全国平均においては，上位死因5

位の中には明治以来一度も現われて

おらず，死因順位からみても本県の

乳児死亡は，いかに重要な位置にあ

るかうかがわれる。

％ 

100 

50 

6ヵ月～年未満
．．． 
．・

..'.. 
.. ... 

• 4週～ 6ヵ月未満・・

゜31 32 

図 10

33 34 

死因別に見た乳児死亡

35 36 37 

（秋田県）
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乳児死亡における死因

別割合

図10に示すごとく，新生児固有の

疾患，続いて肺炎，気管支炎が多く

両者で全死因の60-70％をしめてい

る。

乳児年間死亡数の減少に伴ない，

胃・十二指腸炎，大腸炎は順調に減

少しているが、新生児固有の疾患，

細菌感染，出生時損傷等が今なおあ

まり改善されていない。
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8 幼児死亡ならびに死因

表 3にしめす如く，昭和25年の1-4オの死亡数は1413

名で，年令階級人口10万対死亡率は970.0であり， 5-9

オの死亡数35~. 死亡率222.5である o 年々順調な減少

をみ，昭和35年には， 1-4オ死亡数24~. 死亡率246.6

（全国246.2), 5-9オ死亡数130名，死亡率82.4（全国

89.0)であり，昭和37年には， 1-4オ死亡数193名，

死亡率222.9（全国185.3), 5-9オ死亡数102名，死亡

率70.0（全国70.4)となっており， 1-4オの死亡率は

全国に比し多い。

この死因を，国際簡単分類死因群別にみると表4の如

くで，全般に減少の傾向であるが，事故死が男子の方に

多く， 5-9オにおいては，全死因の 60．鈴をしめてい

る。

表 3 幼児死亡数率 （年令階級人口10万対）

1-4オ 5-9オ

秋 田 1全 国 秋 田 1全 国

昭25|
1413 I 82388 I 

(2~~\)I 

19774 

(970.0) (926.8) (207.7) 

30 I ご。)I
30598 I 

(t~~~l)I 

14240 

(405.9) (129-0) 

35 I 

240 15408 I 130 I 8205 
(246.6) (246.2) (82-4) 、 (89.0)

37 I 
193 I 11590 102 I 5876 

(222.9) (185.3) (70.0) (70.4) 

表 4 国際簡単分類死因群別死亡数と死亡割合（％） 秋田県

年 年 男 女

令 度 計 A 
I B I C 

I 
D | E 叫 A | B | C 

I 
D 

I 
E 

25 1827 
706(38.6) 言(40.7) 言言言(1. 6)!645(40. 4) 量13 (4.o) 284(17.8) ゜30 824 289(35. 0) (48. 7) (0. 8) 373(47. 9) 101(1， 3. 0) 

才 35 506 237(46.8) (46.4) (O. 8) 171(47. O) 8 (2.2) 

37 408 145(35-5) (52. 7) (1. 9) 166(51. 2) 21 (6,5) 

25 714 

三33(33.0) 11(1, 6) 三43(4~0) 136(19.0) 

699 461(66.0) 12 (1.7) 三163(23.3) 

l S -30 271 10(3,7) 1 (0.3) 49(18.1) 238 134(56-3) 8 (3,4) 46(_l9.3) 
4 -

6(4.9) 83(71.6) 6 (5.2) 才 35 124 116 

37 100 4(4.0) 2 (2.0) 18(18.0) 93 36(38,7) 8 (8.6) 10(10.8) 

25 | 172 78(45. 3) 8(4.7) 冒：. 5) 
49(28.5) ： 106(59.6) 16 (9.0) ロ17 (9.6) 39(21-9) 

5 
s 30 142 40(28. 2) 7(4.9) .s) 35(24.6) 50(51-5) 5 (5.2) 17(17.5) 24(24.7) ， 

35 73 25(34. 2) 6(8.2) . 7) 4 (5.5) 27(47.4) 8(14.0) 才 13(22.8) 9(15.8) 

37 60 13(21. 7) 3(5.0) .Q) 4 (6.7) 15(35,7) 3 (7.1) 12(28.6) 11(26. 2) 
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図 11 妊産婦死亡率年次推移 （出産1000対）

妊産婦死亡の割合 (33-37宇匹可）

出産10000対
率
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9紐産婦死亡

全国平均死亡率よりはるかに高かった妊産婦死亡は，

昭和25年より減少し， 35年は図11にみる如く極めて急速

な下降をしめし，全国平均以下となった。以後，昭和36,

37年はほとんど足ぶみ状態で，乳児死亡同様限界を思わ

せる状態である o

死因の主なものは，昭和33-37年の平均でみると妊娠

中毒症39.8綺出血21.1綺子宮外妊娠7.5飴，産褥熱

5.0%,流産後死亡2.5%,その他24.2%である。

10 周産期死亡

妊産婦の健康状態を示す指櫻として，妊娠，分娩の胎

兒への影醤を表わすものとされている周産期死亡は，県

平均において，大体全国平均並の状態で，昭和37年39.3

（全国38.7),38年は37.4であり， 38年の最低は西目村0'

最高は十文字町83.0と著明な地域差があり，図12に示す

如く，中央山間部に多い。

12 未熟児

未熟児出生状況は，出生100対昭和30年 5.7,35年 7.7,

37年8.2で何れの年度においても女児が男児を上廻って

いる。

未熟児の出生時体重は，昭和35-37年の平均で， 1800

g以下12.4%,1801-2300四 1.5%,2301-2500946.1 

％である o地区別には市部ならびに県北地帯に多い。

以上人口動態統計における概略をのべたが，本県母子

衛生の問題点を抄録してみると，

1 出生の減少と死産の増加，特iこ人工死産の増加。

2 人工妊娠中絶の増加。

3 乳児死亡，新生児死亡，問産期死亡，死産等の地城

差。

である。

すなわち，出生は戦後のいわゆるペビープームから急

速な減少をたどり，昭和36年より全国以下の状態である。

この反面，人口妊娠中絶は年々増加し，出生より多い市

町村が全県の33％に及び，このことはいきおい死産に反

映し，全国では昭和32年以来減少の傾向を示しておるも，

本県においてはこれと逆の傾向である。このうち人工死

産は自然死産の1.5倍をしめている。

出生の減少と人工死産の増加は，将来の人口問題に大

／きな不安をいだかせるものである。また，乳児死亡率，

新生児死亡率は昭和35年以来ほとんど停滞しており，そ

の改善は時代の生活システム，医療問題の恩恵のみでは
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図 12 周 産 期 死 亡率 昭和38年 死 産 率 （人 エ） 昭和38年
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乳 児 死 亡 率 昭和38年 新生児死亡率 昭和38年
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既に限界のあることを痛感するものである。

それがためには，新生児固有の疾患，出生時損傷，奇

型，妊娠中毒症等，すべて近代医学の公衆衛生への導入

が直接必要であるが，結核，その他の感染症のそれとは

根本的に相異があり，その解決は極めて困難である。

しかしながら，本県母子衛生においては，現在，当然

解決の道が開かれていなければならない細菌感染も決し

て少なくはないo上位死因の順位に乳児個有の疾患がつ

“
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|

 

熱

樺

い昭和30年まで続いていたこと，また幼児の事故死も，

死因の60%に達することなど，対策のおくれを明らかに

みせつけられる感じである。

根本的な問題ととり組むと共に，感染，事故等当面の

問題も着実に解決していかねばならない。乳児死亡率，

新生児死亡率，死産率，周産期死亡率等，その地域的分

布は必ずしも一定の傾向を持たず，その対策には実態調

査の上におけるきめの細かい施策の必要を痛感する。

9
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Il 秋田県本荘保健所管内町村母子

人口動態統計

本県母子人口動態統計の上にみられる諸問題を，さら

に深く解明する目的で本荘保健所管内の検討を試みた。

管内を市町村という行政単位ではなく，晨林省統計調

査部の経済地区帯区分により分類し，昭和28-37年の10

年間における母子人口動態統計の動向を観察した。

1 秋田県本荘保健所管内の概略

本荘保健所』な一市7カ町村（旧町村単位4町18村）

人口11万を管轄する恥型の保健所である。県の中央より

やや南に位し，北は日本海岸に，南は出羽丘陵にわたり，

県内においても，最も積雪の少ない温暖の地区と，之と

相反する積雪丈余にわたる山間部を有する桓めて興味深

い地区を有している。

2 地区の分類

昭和37年11月に農林省統計調査部から出された経済地

図 13 本荘保健所管内旧町村別出生率
昭和28-37年 10ヵ年平均

管内平均 19.7 都市近郊 17. 1 
平地帯村 19.0 晨山村 21.2

人口1000対

二］：：日．9
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・表 5 経済地帯区分一分類規準（晨林‘統計調査部）

呻率1麟率IデI玉4|'豆属戸
i 

30-

山］50ー8010ー30:

山、 ao-1-10

A 都市近郊一一本荘

ー30,

40-1 

40づ炉10

10 

20一1 50-l 

B 平地帯村一一子吉•南内越・西目•平沢・小出•金
浦・象浮

c 晨山村一ー小友•石沢・北内越·訟ケ崎•岩谷・
下川大内•上川大内•亀田・道川•院
内・上浜・上郷・下郷•玉米

区帯区分一分類規準により分類した結果は表5のとおり

である。すなわち都市近郊(A),平地帯村(B)，晨山村(C)と

した。

3成績

1)出生

図13の如く．昭和28-37年の10カ年平均管内出生率は

人口1000対19.7である。地区別では， Al7.l, B19.0, 

c21.2でC, B, Aの順に高い。最低が本荘市17.1，最

図14 経済地帯区分別の出生率年次推移
人口1000対
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高が上郷23-3である。これを10カ年の年次推移でみると

図14の様になる。すなわち， Aはほとんど不変であるが，

近年に至り全国ならびに全県より高値を示したo B, C 

は減少をみたが，とりわけCの下降がめざましく，昭和

34年以来B, C共に全国平均を下廻っている。

なお，各地区の人口構成の変化を，昭和25年ならびに

昭和35年の国勢調査について，特に出生と関係の深い2(}

オ-30オ代女子人口の動きをみると表6に示す如くで，

昭和25年を 100とした場合， C地区では若千少なくなっ

ているが他ほ逆に増加している。

表 6 20~30オ代女子人口の動き
（昭和25年女子人口＝100)

100 130 
年 令 昭 お 昭 35 増加率

A 
20-29 

30-39 

1864 

1290 

2068 

1776 

110 

137 

A 

・B 
20-29 

30-39 

3051 

2180 

3051 

2621 

100 

120 B
 

c
 

20-29 

30-39 

4797 

3320 

4294 

4192 

89 

126 

c
 

2)死産

( i)死産率

図15の如く，昭和28-37年の管内10カ年平均では出産

100徴 76.8である。地区別ではA115.7,B99.8, C87.7 

図 15 本荘保健所管内旧町村別死産率

昭和28-37年 10カ年平均

76.8 都市近郊 115.7
99.8 晨山村 87.7

管内平均
平地帯村

疇中人工死

産のしめる率

A B C 

--

20-29 ： 
I 

I I 
30-39 

20ー29

30-39 
I 

20-2°9 | 
30-39 

I 

で，最低上郷70.4,最高上川大内117.0である。

これを図16に示す如く年次推移でみると， Aは漸次減

少の傾向であり， Bは不変， Cは上昇をみた。

図 16
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経済地帯区分の死産率年次推移
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(ii) 死産の中における自然ならびに人工

死産の割合

死産の中において，自然ならびに人工死産の割合を10

カ年における管内平均でみると，総死産2349例中，自然

死産1034例 (44.0%),人工死産1315例 (56.0%) であ

る。この人工死産の割合を地区別にみると，図15の如く

10カ年平均でA66.2%, B49.2知 C55.9％である。ま

た図17において年氾佳ー移でみると， Aは常に人工死産が

自然死産を上まわりつ上コンスクントの状態であり， B

は自然死産が上まわっていたのが，一時逆となり，昭和

3碑に至り再び自然死産が多くなっているoとりわけ，

C は昭和3~以来人工死産の増加が目立ち， A と同様人

工死産が自然死産を上まわりつq経過している。

図 17 人工死産の年次推移

．
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図19 経済地帯区分別の乳児死亡率年次推移
出生1000対
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図18 本荘保健所管内旧町村別の乳児死亡率

昭和28-37年 10ヵ年平角

管内平均 44.1 、都市近郊 26.6

平地帯村 43.9 農山村 49.5

乳児死亡における未熟児の割合

生後1-4週 54.8劣

生後4週--;-1年 9.3% 

計 30.8%
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3) 乳児死亡，新生兇死亡

図18に示す如く，昭和28-37年の管内10カ年平均乳児

死亡率は出生1000対 441.1であり，地区別にはA26.6, 

B43. 9, C49. 5でCABの順に高い。最低は本荘市26.6,

最高は玉米64.9である。年次推移は図19のとおりで， A,

BはCに比し減少のスピードが早く， Aは昭和31年より

すでに全国平均をはるかに下廻り， Bは36年以降全国平

均以下となったが， Cではいまだに全国，全県平均以上

であり，その改善がおくれている。
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新生児死亡率も，図20にみられる様に管内10カ年平均

では出生100ぼね0.1であり，地区別にはAl3.L Bl4.0, 

C21.8とCBAの順に高く，最低本荘市13.1,最高石 出生10110対

沢35.0である。年次推移でも図21のとおり何れの地区
率

も著変がない。

図21 経済地帯区分別の新生児

死亡率年次推移

30 

図20 本荘保健所管内旧町村別

新生児死亡率
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4週～1オ未満
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4) 日・月令別乳児死亡の場合

日令，月令別乳児死亡の場合は，管内10カ年平均では

1週未満25.6%, 1 ~4 週未満19.8％で，乳児死亡の

45.5％が4週未満である。地区別にみると，乳児死亡の

絶対数においては， Cが最高， B, Aの順に少ないが，

日，月令別の％においては，図22の如くで 1週未満では

A, B, Cの順に高い。

5) 月別（季節）乳児死亡

昭和28-37年の管内10カ年の月別乳児死亡率をみると，

図23に示す如く，各地区何れも 1月が最高で， 8月が最

低であるo B地区は 5月， 9月にも比較的高い山が見ら

れる。

.
r
"

ぷ
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図23 月別乳児死亡率（本荘保健所管内） 昭28-37年平均
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率
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6) 末熟児について

(i) 出生における未熟児の割合

表7の如く，昭和28ー37年の10カ年における管内出生

総数は22,086名で，その中における末熟児として届出ら

れた者は1810名（8.2%)である。その中男7.5%,女39

％となっている。 地区別では， A?.5%, B9.0%, C 

表 7 出生における未熟児の割合（昭和28-37)

I 男 女 計

出生数 1867 1776 3643 

A 未熟児 130 -144 274 

％ 7.0 8.1 7.5 

出生数 3431 3251 6682 

B 未熟児 289 314 603 

％ 8.4 9.7 9.0 

出生数 6063 5698 11761 

C 未：熟児 435 498 933 

劣 7.2 8.7 7.9 

出生数 11361 10725 22086 

計 未熟児 854 956 1810 

劣 7.5 8.9 8,2 

7.9％でBが高く， 性別においても男女いづれも Bの比

率がA, Cに比し高い。これは全国，ならびに，全県に

比しそれ程高いものではないが，とりわけC地区に少な

い点につき，その出生時体重測定方法等，堀り下げた調

査の必要を痛感する。

表 8 乳児死亡における未熟児の割合

（昭和29-37)

地区 生1----4 後週 4生退1~1後年 計

死 亡 数 46 40 86 

A 未 熟 児 22 6 28 

形 47.8 15.0 32.5 

死亡数 125 ・134 259 

B 末熟児 68 15 83 

飴 54.4 1 1. 1 32.0 

死亡数 221 263 484 

C 末熟児 125 20 145 

％ 56.5 7.6 29.9 

死亡数 392 437 829 

計 未熟児 215 41 256 

％ 54.8 9.3 30.8 
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(ii) 乳児死亡における末熟児の割合

表8の如く，昭和29-37年の 9カ年において，管内乳

児死亡総数829名で，その中におげる未熟児数は256名

(30.8%)である。

生後 1-4過までの間に死亡した者の中における未熟

児の割合は54.8%,生後4週-1年の間に死亡した者の

中における未熟児は9.3%である。 これを地区別にみる

と，生後 1-4週までの乳児死亡における末熟児の割合

は， C, B, Aの順に高く， 4週-1年までのそれは逆

にA, B, Cの順に高い。

7) 乳児死亡，新生児死における死因別割合

昭和28-37の10カ年における管内平均でみると，所謂

乳児個有の疾患36.9%,肺炎・気管支炎30.4%で，この

両者で全体の約67％をしめている。

表 9 本荘保健所管内幼児死亡率

・ （年令階級人口10万対）

1-4オ 5-9オ

A I B I C A I B I C 

需霜晶l358.8 |455.81547.81 88. 61101. 81146. E 

30 I (405.9) I I 61 029. O) |2 I 
312. 0 460. 1567. 14 7. 7 80. 1165. 1 

35 I (246.2) I2 13 I (89.0) I I 
468. 0 so. 9 45. 5 197. 0 25. 5 69. ~ 

37 | (185.3) I 91 7| (70.4 )I I 
234. 0 250. 98. 49. 2 50. 9 27.『

（
 

）全国
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地区別，年次別では図24しこ示す如く著しい差は認めら

れない。

新生児死亡では，管内10カ年平均で65%が所謂乳児個

有の疾患であり，肺炎は10.3%である。
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図24 主な死因別にみた乳児死亡
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8) 幼児死亡ならびに死因

表 9に示す如く，昭和28-37年のIO力年平均幼児死亡

率を地区別にみると，昭和35年各年令階級人口10万対，

1-4オではA358.8, B455.8, C547.8であり， 5-9

オではABB.6, B 101. 8, C 146. 6で何れも男子が女子よ

り多いo年次推移をみると図25に示す如く， 1-4オで

はA,B, Cともに漸床咸少の傾向にあるが， 5-9オ

ではほとんどコンスクントであるoA, B, C間にも大

差はみられないo昭和37年のC地区は極めて大巾な減少

をみた。

この死因を表10においてみるに，特に多いのは不慮の

事故ならびに肺炎・気管支炎，赤痢等の感染症である。

ことにBおよびC地区はAのそれに比しはるかに多い。

9) 妊 産婦死亡

昭和28-37年の10カ年における管内妊産婦死亡実数は

26名で， 10カ年管内平均妊産婦死亡率は出産10000対10.6

である。

地区別にはAl路（率24.3), B 6名（8.1), C 10名

(7.8)となって市部に多い。

死因は， 26名中妊娠中毒症の範疇に入る者が16名（61.5

％），産褥熱2名（7.6%),子宮外妊娠2名（7.6%),人

工妊娠中絶後遺症2名（7.6%(.その他が3名である。

10)周産期死亡

図26の如く，昭和28-37年までの管内平均周産期死亡

率は， 46.0であり，地区別ではA37.8, 84.4, C48.58 

である。年次推移は図27の如く，何れの地区においても

著変をみず，ただC地区で昭和36,37年に県平均をはる

-119-

図26本荘保健所管内旧町村別周産期死亡率

昭和28---37年 10カ年平均

管内平均 46.0 都市近郊 37.8
平地帯村 45.4 晨山杓 48.8

.9以下

. 0~ 

.o~ 

.0~ 

.0以上

表10 本荘保健所管内主要死因別幼児死亡率 （昭和28-37年の平均）

各年令階級人口100000対

1 - 4 オ 5 - 9 オ

召喜臼IA I B I C 疇I邑鼻IA 1. B I C 

不 慮 の 事 故 69.3 62.9 70.2 112.9 143. 1 29.2 30.4 24.7 43. 2 52. 5 

肺 炎， 気 管 安： 炎 39.4 42.4 70.2 83.6 103.6 6.5 7.6 9.8 10. 1 15. 2 

胃炎，十二指腸炎，腸炎，大腸炎 26.8 24.8 78.0 so.,1 96.2 5.4 3.8 5. o 22.1 

赤 痢 15.8 19.6 15.6 33.4 46.8 6.4 2.5 4.9 10. 1 S.! 

麻 疹 9.5 7.2 31. 2 41. 8 19. 7 1. 8 1.2 2. 5 1. : 
ヽ

全 結 核 4.7 1. o 4. 1 17.2 4.1 

悪 性． 新 生 物 7.9 7.2 31. 2 4. 1 24.6 4.2 3. 8 9.8 2.s 5.5 

先 天 性 奇 形 7.4 4. 1 7.8 4.9 1. : 

腎 炎， ネ フ ロ ゼ 4.4 6.2 7.8 46.0 19.7 3.8 6.3 9.8 7.6 12.4 

ジ フ テ リ ア 2.9 6.2 4. 1 2.4 2.4 
6. ： 1. 3 

心 臓 疾 患 15.6 10.2 14.8 2.4 s. 4.9 5.0 5. 5 

そ の 他 の 全死因 58. 1 59.9 31. 2 66.9 54.2 2s.2 14. 24. 7 15.2 19.£ 

、／
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かに上まわっていることが目につく。

また，妊娠8カ月以後の晩期死産が，早期新生児死亡

の約3倍であり，このことは何れの地区においても同様

の傾向で，母体の胎児への影響が早く現われることがう

かがわれる。

図27 経済地帯区分別の周産期死亡率年次推移
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本県における地城差は， 1保健所単位という小地域内

においても明らかである。

吾々は，秋田県本荘保健所管内における母子人口動態

統計の中から，何らかの問題解決へのいとぐちを得たい

目的で，昭和28-37年までの10年間の検討を試みた。

本荘保健所は，地形の上では海岸，平野部，そして山

間部等があり，また乳児死亡率，脳卒中死亡率等は，県

内でも最低および最高といわれる市町村が入りみだれ，

本県の縮図とも考えられる管内である。

本調査の特色は，市町村を行政単位でなく，農林省統

計調査部で行なっている経済地区帯区分を用い，都市近

郊(A),平地帯村(B)，農山村(C)に分け，その問題点を把握

せんとしたところである。

本県の人口動態統計の中で，近年特に注目されること

は，前述の如く，出生の減少と死産の増加である。この

ことは本荘保健所管内の調査からみると，農山村にしわ

よせされている。すなわち，表6に示す如く，出産年令

人口の減少がほとんどないにもかかわらず，出生率の10

年間の地区別年次推移をみると， B, CことにC地区の

減少が著明である。これは， 20オ代の女子人口がC地区

年

において若千減少していることも事実であるが，その動

きだけからの問題とは思われない。

一方，死産は逆にC地区の上昇が著明である。近年，

全国的には市部，郡部ともに自然死産率の上昇がみられ

るといわれるが，本県はなお人工死産が61.3％で，この

ことは本管内の年次推移をみても明らかであるoC地区

では図17でみる如く，昭和31年以来人工死産の明らかな

増加を示し， A地区の様相と類似してきたことは，出生

の減少と死産の増加の一要因をなすものとして注目すぺ

きことと思われる。

乳兒死亡率，新生児死亡率，周産期死亡率は10カ年の

平均においても，また年次推移においても Aが低く， B,

Cの順に高率となるが，各地区の年次推移の動きをみる

に，乳児死亡率はA, B, C何れも漸次減少の傾向をみ

るも， Cは現在なお県平均を上まわっているばかりでな

く，改善のスピードも A, Bより遅い。新生児死亡率に

おいては， 3地区ともほとんど変化なく経過しており，

過去10カ年間改善のあとがあまりみられない。

乳児死亡を生存期間別にみると，全乳児死亡の45.5%

が生後4週未満である。また，乳児死亡における未熟兒

の割合は，管内総数の30.8%で，生後4過までの死亡の

約55％をしめている。さらに新生児死因は，所謂乳児個

有の疾患が65％で，このことは周産期死亡率における 8

カ月以後の死産が， 1週未満乳児死亡の 3倍も多いこと

と共に，新生児ならびに妊産婦対策の強化を痛感させら

れる。

幼児死亡は，全国ならびに県平均に比し， A地区が比

較的多いo B, C地区では，以前は極めて多かったが，

37年に急激な減少をみたことはよろこばしいことである。

その死因は，事故ならびに肺炎・気管支炎，赤痢等の感

症染が多く，まだまだ，環境や育児技術の不備が考えさ

せられる。 A地区では，事故死が圧到的に多い。

妊産婦死亡は，実数としては多くないが， 26名の死亡

の中， 1辞5(61.5劣）が妊娠中毒症に原因するものであ

り，さらに産褥蒸人工妊娠中絶による子宮破裂等によ

る死亡等に原因するものであることを考えるとき，死亡

としては現われないその背景における妊婦の実態調査の＇

必要を痛惑する。
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III 秋田県由利郡鳥海村母子人口

動態統計

さきに本県乳児死亡率の市町村別状況を昭和33年-37

年 (5カ年）の平均で図 8にしめしたが，鳥海村が目立

って高率である。

同村は昭和3辟F矢島保健所の母子衛生モデル地区とな

•り， 39年に秋田県衛生科学研究所母子衛生科設立と同時

に，同研究所ならびに保健所と合同のモデル地区に指定

されたo事業開始にあたり，昭和28-38年の11カ年にお

ける母子人口動態統計の観察を行なった。

鳥海村の概略

鳥海村は，旧川内村，直根村，笹子村の 3村合併によ

勺昭和30年に誕生した。

表11 鳥海村概況昭和35年

1鳥細 IJII内地区1直根地区1笹子地区

世 帯 数 叫 8271 616 691 

人 ロ＇I 122691 
4771 I 38531 3961 

｀ 
1538 421 晨 家 660 457 

晨家人口 1 98671 38891 3160¥ 2721 

釣温こ〗f紅 80.4 81. 4 82. 01 68., 

I 

634 358 128 148 
専業農家 (41.2%) (54. 2%) (30. 4--劣）（-~32-4-%) 

| 904 302 ! 293 309 

兼業農家（5111785..6485反%反) ） (45. 8%)1(69. 6%) (67. 置
農耕家地1戸面当積り 1 （ 1 （1823.879反反）1（1417.332反反） （49 4 

農家 1` 当 り I 14596反 69 笥L 39 閉 3700反
水田 積（9.5反） （10. (9. (8. 1反）

農畑家 1面戸当積り 1 （219.912反反）1 （214.23反1反） （17.48反0反） （17. 46反0反） 
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の上に，冬は積雪丈余にわたり，唯一のバスの交通も途

絶される状態である。最も奥地の笹子地区は，かって結

核死亡率が極めて高く，昭和21年-31年まで，毎年 1回

結核の封斗岡治道先生の御指導が行なわれ，村ぐ・るみの

結核撲滅への運動が展開された地区である。

保健婦は，川内には昭和21-22年まで，直根には24-

34年まで，笹子には21-34年まで，それぞれ 1名常住し

たが，その後3地区とも不在となり， 39年鳥海村役場に

1名常住となった。助産婦は，以前は）1、I内に 1名，笹子

に3名，直根に不在だったが，現在は川内不在，笹子 1

名で，直根には昭和39年10月母子健康センクー設立と共

に 1名常住となった。

図28 鳥海村地区別出生率

昭和28-3辟F 11カ年平均

川内 23.4 直根 23.9

笹 26. 1 鳥海村 24.8 

矢島町

羽後町

山
形

111ホ

人口1000対

本県の最南端，山形 人口1000対

県との境界にある鳥海 率

山麓に位し，典形的な 40 

農山村の形態をなして

いるo村の状況は表ll 30 

に示す如くである。川

内，直根の両地区に
20 

は，昭和20年に，笹子

地区には昭和23年に村

立の診療所が設けられ 110 

たが，医師の常住が困

難で，時には不在とな

り，しかも広大な地区

図29 鳥海村出生率年次推移昭和28-3時
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2成績

1)出生

図28・の如く，昭和28-3映の11カ年における鳥海村平

均出生率は，人口 100ぼ寸24.8である。地区別には川内

23.4,直根23.9,笹子26.1で大差は認められない。

年次推移でみると図29に示す如<, 3地区ともそろっ

て漸次減少の傾向にある。

2)死産

図30の如く，昭和31年-33年の 8カ年における鳥海村

平均死産率は，出産1000対116.9であり，全県の同8カ年

鳥海村地区別死産率

昭和28-38年 11カ年平均

鳥海村 116.9
県平均 68.6 

図30

川
直
笹

内
根
子

117.8 
130.4 
103.9 

矢島町

羽後町

一100~一110以上

図31

出産1000対

鳥海村地区別死産率年次推移

平均68.6に比し高率である。

地区別には，川内111.8，直根130.4，笹子103.9である。

年次推移をみると，図31の如<,昭和35年が何れの地

区もピークであり，その後やや不降を見ている。

％ 

100・ 

図32 鳥海村地区別の死産に忘ける

人工死産の割合 昭和31-38年
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人工死産は，死産総数の61.7％で，年次推移を見ると

図32の如く，各地区とも何れの年度においても人工死産

が自然死産を上まわっている。

3) 乳児死亡，新生児死亡

図33の如く，昭和28年-38年まで， 11カ年の鳥海村平

昭31
和

図33

32 33 34 36 37 38 

率
1出産1000対

200 

鳥海村地区別乳児死亡率
昭和28-38年 11カ年平均

内 85.9 鳥海村 78.6
根 90.8 県 平 均 ．46.9 
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100 
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出；）：： ＾図34 鳥海村地区別乳児死亡率年次推移
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均乳児死亡率は，出生1000対78.6であり，全県の11カ年

平均46.9よりはるかに高率であるo 地区別には，川内

85.9,直根90.8,笹子60.4である o年次推移でみると図

34にみる如く，各地区とも毎年柩めて変動が大であるが，

平均してほとんど不変であるo笹子はかって，非常に高

い死亡率だったが，近年は低下していることが明らかに

図35鳥海村地区別新生児死亡率

昭和28-38年 11カ年平均

出生1000対川内 52.1
直根 45.5
笹 子 47.5
鳥海村 48.6

みられる。 • 

新生児死亡率は，図35の如く，鳥海村11カ年平均で

48.6であり，川内52.1,直根45.4,笹子47.5である。年

次推移は，図36の如く各地区ともほとんどコンスタント

の状態である。
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4) 日・月令別乳児死亡の割合

図37にみる如く，鳥海村11カ年平均で61.4％が4週未

満である。地区別には，笹子が乳児死亡の中における新

生児死亡の割合が最も高く 64.8％をしめている。

図37 日令， 月令乳児死亡の割合

%
。

゜
ー

秋田県 鳥海村 JIJ 内 直 根 笹 子

80 

、60I• 

40 

4週～ 1オ未満

1~4週未満

20 
1週未満

昭柑 35 28-32 3:1---37 28-32 33-37 

5) 月別（季節）乳児死亡

昭和28-37年までの乳児死亡における月別（季節）の

劉脱死亡率をみると，図38の如く 11月， 3月， 6月に山

があり， 7月， 8月， 9月は低いo この傾向は 3地区と

28-32 33-37 28-32 33-37 

もほとんど同様で，前述の本荘保健所管内とずれがみら

れ，特に6月， 11月と農繁期に一致して山がみられるこ

とは興味深い。

図38 月別乳児死亡率（鳥海村） 昭和28-38年平均
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6) 未熟児

表12に示す如＜，昭和28-38年まで11カ年の烏

海村出生総数は3625名である。その中，未熟児と

して届出られた者は28呼~ (7.8%)であるo性別

では男子7.2％，女子8.4％となつている。

地区別では，川内10.7％，直根8.2%,笹子4.5

％で川内が高く，性別においても男女いづれも川

内の比率が他に比して高い。

表12 出生における未熟児の割合

（昭和28-38)

地区別 性 別 l男 I 女 計

J I l 出生数 646 658 1304 

未熟児 58 81 139 
内 ％ 9.0 12.3 10. "1 

直 出生数 538 541 1079 

未 熟児 45 43 88 
根

％ 8.01 8.3 8.2 

笹 出生数 621 621 1242 

未熟児 28 28 56 
子

菟 4.5 4.5 4.5 

出生数 1808 1817 3625 

計 未熟児 131 152 283 

％ 7.2 8.4 7,8 

一125-

図39 鳥海村最近11ヵ年の乳児死亡死因、

昭和28-38年
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7) 乳児死亡における死因別割合

図39において，昭和28-38年まで11カ年の鳥海村の平

均でみると，乳児死亡原因の約75％が，新生児個有の疾

患ならびに肺炎気管支炎でしめられている。

図40 鳥海村乳児死亡死因年次推移昭和28-38年 B31, B43a 
肺炎（含新生児肺炎）
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年次推移をみると，図40の如く，昭和30年以後，肺炎

気管支炎は漸次減少してきたが，図41の如く新生児固有

の疾患はほとんどコンスクントである。さらに，消化器

疾患，分娩時障害，先天性奇型等の割合が若千多くなっ

ている。

図41 鳥海村乳児死亡死因年次推移昭和28-38年

B44その他の新生児固有の疾患及び性質不明の未熟鬼
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8) 幼 児 死 亡

表13に示す如く，昭和35年度年令階級別人口10万対幼

児死亡率は，年々減少しているが，さきにのべた全国な

らびに本荘保健所管内比して多い。

死因は，表14に示す如く，不慮の事故の多いことは，

本荘保健所管内と同様であるが，麻疹，結核が目立って

いる。

表13

鳥海村幼児死亡年次推移

昭和35年年令階級人口10万対

1-4オ 5-9オ

死亡数1死亡率死亡数1死亡率

昭和28 181I 1377. 2 3 151. 9 

29 161224. 2 5 253. 2 

30 12 918-1 2 101. 3 

31 8 612-1 6 303: e 
£2 4 306. 0 3 151.9 

33 4 306. 0 

゜゜34 7 535.6 2 101. 3 

35 6 459.1 

゜
C 

36 5 382. 6 2 101. 3 

37 5 382. 6 2 101. 3 

38 5 382. 6 1 50.6 

表14

死

鳥海村主要死因別幼児死亡率

各年令階級人口100000対

1才 -4オ

1死亡数1死亡

名
171 llB. 

131 90. 4 
131 90. 4 

11 7. 

31 20.9 

21 13. 9 

121 83. 

31 20. 

11 7. 

51 34. 

201 139-1 

90 

因

ヽ慮の事故

肺炎，気管支炎

胃炎，十二指腸炎

：天性奇：

悪性新生物

疹
全結核

閉塞，ヘルニャ

腎炎，ネフローゼ

その他の全死因

計

（昭和28-38年の平均）

5オ-9オ

死亡数！死亡
し『名I

慮の事故 11

炎，気管支炎 1 

炎，十二指腸炎 3 

痢〇

天性奇形。

性 新 生 物 。

性及び性質不明の新生物 。

結核〇

臓 の 疾 患 1 

炎，ネフ．ローゼ 2 

の他の死因 ， 
計 26

死 因

50. 

4. 

13. 
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9) 妊産婦死亡

昭和28-3辟戸の11カ年間における鳥海村妊産婦死亡数

は9名であるo直接死因は表15に示すとおりで，妊娠中

毒症が原因すると思われるものが多い。

表15

最近10ヵ年の鳥海村各地区別妊産婦死因

（昭和28-38年）

年度別 地区別年令l死 因

昭和31 36子宮出血（妊娠8カ月分娩中）

昭和32 川内地区 22 分娩後の弛緩性子宮出血

昭和35 20 持続性子宮出血

昭和32I笹子地区| 291マツョヒ ック死（分娩10カ月）心腿

昭和28

昭和30

昭和30 直根地区

昭和31

昭和36 る心腿

10)周産期死亡

図42の如く，昭和31-38年の 8カ年の鳥海村平均周産

期死亡率は出生1000対62.5である。地区別では川内77.9,

＇図 42

出生1000対

鳥海村地区別周産期忍亡率

昭和28-3砕F 11カ年平均

内 77.9 笹子 53.7
根 55.2 鳥 海 村 62.5

矢島町

川
直

羽後町

->-1 

区 40.0-
県

一so.o-

直根55.2．笹子53.7であり．年次推移でも図43にみる如

くやし上昇の傾向にあるo妊娠8カ月以後の晩期死産が

早期新生児死亡に比し．何れの地区でも多く．母体の胎

児への影響が早く現われることが伺がわれる。

図43

出生1000対
率，

100 

鳥海村地区別周産期死亡率年次推移
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昭
和

表16

32 33 34 35 36 37 38 

以上，由利郡鳥海村の母子人口動態統計の概略をみる・

に，前記本荘保健所管内の農山村と檬めて近似の様相で

ある。

よろこばしいことは，県内でも最も奥地で，保健衛生

の極めて低劣だった笹子が，現在3地区の中では最も急

速に改善されつつあることがみられたことであるo岡先

生の保健衛生への御尽力が，今日なお影響しているもの

と思われるo川内，直根はあまり改善のあとが明らかで

なく，殊に直根は何れの点においても，あまり変りがない。

鳥海村三地区最近11ヵ年の出生及び

未熟児の総数及び医師助産婦以外の

その他の者の立合による出生数

1川内l直 根 1笹子

出 生 :1 13041 10791 1242 

未 熟 児 1391 88| 5t 

医他師の者，助の産立合婦以に外よのるそ出生の 1 (35-6%46)1 1(72. 87%85) 1 （ 

出生体重記載欠 l(17.9到 ` 0| 

直根には以前助産が1名居住していたが， 6年前より

不在であり，表16に示す如く，過去11カ年の出生1079名

中，その他のお産が785名 (72.8%)もおり， この傾向

は38年においてなお64.6％も存在する。このことは川内

地区も同様で11年間にその他のお産が平均35,6％で， 38

年には64.1％もおり直根と同様の状態である。ヵ心る実
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状より推察すると未熟児の届出状況も正確なものとはな

らない。

また，月別乳児死亡でみる如く， 9・月， 11月の晨繁期

に山がみられたが，この時期にはほとんど子供に手をか

けない状態が推察されるo鳥海村の母子衛生対策は，ま

づ，‘力心る問題解決が根本である。

しかしながら，昭和35年より県ならびに矢島保健所の

積極的な指導により，鳥海村は乳児死亡高率村の汚名返

上の機運が高まり， 38年は事実大巾な減少をみた。

また，最もおくれている直根地区に昭和39年10月母子

健康センクーが設立されたが，これを機に村民あげて健

康な村づくりを願ってやまない。

B 実態調査より

さきにのべた如く，本県妊産婦死亡は詔和35年に急激

な減少を示したが，一方乳児死亡の大半が所謂乳児固有

の疾患であることにかんがみ，統計の上に現われない本

県妊産婦の状況を把握し，さらに乳幼児の発育の上にお

ける地城差の問題をとりあげてみたい目的から，秋田県

本荘保健所管内ならびに由利郡鳥海村において母子検診

を行なっているが，これまでの概略について少しくのベ

てみたい。

図44 妊婦検診受診状況

検診総数 1,307名
妊婦検診受診者 1,078名（82.4飴）
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本荘保健所管内母親検診の状況

当保健所は，管内母子衛生対策として，昭和37年以来．

保健サービスの偏重を是正し，市町村単位の管理体制育

成を目標に，市町村と共同の移動クリニックを開始して

いる。開設力所は旧町村単位 (4町18村）で行ない，昭

和37年度は乳児検診のみを行なったが，昭和38年度は乳

児検診の外に母親の検診を合せて行なったo問診，血圧

測定，検尿，眼底検査．心電図，血液検査等より，妊娠

中毒症後遺症出現状態を．人口動態統計で用いた経済地

区帯区分による都市近郊(A),平地帯村（B)，晨山村(C)の分

類により求めた。

1 管内紐婦検診受診状況

乳幼児検診の場で，出産後の母親の検診を1307名（受

診率81.0%)行なったが，その中，妊娠中に 1回以上妊

婦検診をうけた者は図44にみる如く1078名で受診率82.4

％であるo年令別では20オ代で83.7%, 30オ代で76.0飴

である。

2 鉦娠中毒症出現状況

図44に示す如く，妊婦検診受診者1078名の中，今回の

妊娠時，中毒症と診断された者は， 249名(23.0%)であ

る。年令別には20オ代で22.5飴， 30オ代で26.5飴であり．

妊婦検診受診者における

妊娠中毒症出現状況

妊婦検診受診者1,078名
妊娠中毒症経過者 24呼~ (23. 0%) 
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.20オ代の初産で25.7%,経産18.1％と差があるが30オ代

では初産25.5%,経産26.6％とほとんど差がない。

90以上）を示した者は，妊娠中毒症経過者（以下中毒症

経過者）では249名中59名 (23.6%)にみられたが，妊

娠中異常がなかったと思われる者（以下中毒症非経過者）

では828名中52名（6.2%)である。

図45に示す如く，産後 1カ月以上を経過した時点にお 検診時点における出産後の月数経過による出現率は，

ける検診時に高血圧（最大血圧値150以上， 最小血圧値 20オ代では産後の経過に伴ない高血圧出現状況は急速に

図45 妊娠中毒症経過者の高血圧出現状況

妊娠中毒症経過者 249名産後検診時高血圧 59名 (23.6%)
妊娠中毒症非経過者 828名 産後検診時高血圧 52名 （6.2%) 

産後経過月別 ↑肘届 4 経産別l
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図46 妊娠中毒症経過者の蛋白尿出現状況

妊娠中毒症経過者 249名産後検診時蛋白尿陽性 47名(18.8%)
妊娠中毒症非経過者 828名 産後検診時蛋白尿陽性 60名 (7.2%) 
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減少すらが， 30オ代では減少せず， 12カ月以上を経過し

た者でもその37％に認められる。 ． 
初産経産別では，中毒症経過者では， 20オ代， 30オ代

何れも経産婦に多いが，中毒症非経過者は逆に初産婦に

若干多くみられた。

5
 

眼底異常所見出現率

蛋白尿出現状況

図46に示す如く，産後検診時に蛋白尿陽性者（スルホ

サリチル酸法＋以上）は，中毒症経過者では249名中47

名 (18.8%)にみられたが，中毒症非経過者では 828名

中60名 (7.2%)である。

出産後の月数経過よりみた出現率は，中毒症経過者で

は20オ代， 30オ代共に変化があまり認められない。中毒

症非経過者においても同様著しい変化を示さない。

しかし，初産，経産別では，中毒症経過者は20オ代，

30オ代何れも経産婦に多いが，中毒症非経過者では初産

婦にや.¥..多い。

4
 

図47に示す如く，産後検診時，眼底異常所見（高血圧

性変化2度以上，あるいは細動詠硬化性変化2度以上）

の出現率は，中毒症経過者では249名中45名（18.0%)で

あり，中毒症非経過者では828名中も5名（3.0%)である。

出産後の月数経過による出現率は， 20オ代では産後の

経過に伴ない，眼底異常所見出現状況は減少してくるが，

高血圧の減少に比し緩慢で， 30オ代では減少傾向が少な

い。すなわち， 1年過ぎても血管硬化を残している者が

30オ代の母親に多く，女子の循環器系の負担になってい

くことは問題である。

6
 

心電図異常所見

心電図有所見率は，産後検診時に高血圧を示した者は~

正常血圧を示した者より高率であるが，高血圧者では中

毒症経過の有無に左右されない。

図47 妊娠中毒症経過者の眼底異常所見出現率

妊娠中毒症経過者 249名産後検診時眼底所見異常 45名(18.0%) 

妊娠中毒症非経過者 828名 産後検診時眼底所見異常 25名 （3.0%) 
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Il 由 利郡鳥海村母 親検診の状況

本荘保健所管内の母子検診と同様，鳥海村においても，

乳幼児健康相談の場において母親の検診を行なっている。

1 姫婦検診受診状況

昭和39年における母親の産後検診総数は， 404名であ

る。この中，妊娠時に医師又は助産婦の健康診断を 1回

以上受けた者は表17に示す如く 366名（90.6%)である。

地区別に！ま，川内86.8%,直根89.8%,笹子93.9%と

なっている。

2 姫娠中毒症出現状況

妊婦検診をうけた者366名の中，問診ならびに母子手

帳の上より，妊娠時異常所見のあったもの，殊に妊娠中
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表17

妊婦検診受診率および中毒症発生出現率

（鳥海村昭39)

靡駅讐喜I受診率謬霞 I信尉喜塁
川内 1211 1051 86. 81 19 

直根 ll81 1061 89. 81 20 

笹子 1651 1551 93. 91 37 

計 4041 3661 90. Bi 76 

18. 1 

18.9 

23.9 

20.81 

毒症々状の蛋白尿高血圧を中心に調査した結果，明らか

に妊娠中毒症を経過したと考えられる者は表17に示ず如

く76名 (20.8%)であったo地区別には，川内18.1%, 

直根 18.9％，笹子 23.9％である。年令別には20オ代が

64.5%, 30オ代が35.5%である。

表18 産 後 検 診 異 常 所見 （鳥海村昭和39年）

高血圧出現率 蛋白尿出現率 眼底異常所見出現率

受診数 1 位°一墨° | 率 受診数|(+)以上 I率 受診数仇賢詈I率 閏ばI率

JI I 内 120 14 ll.7 118 25 21.2 119 6 5.0 63 52. 9i 

直 根 112 19 17.0 112 17 15.2 104 5 4.8 36 34. 

笹 子 163 21 12.9 163 43 26.4 156 13 8.3 65 41. 7I 

計 395 54 13.7 393 85 2 1. 6 379 24 6.3 164 4 3. 3 

表19 産後検診所見，地区別，年令別異常出現状況 （鳥海村昭和39年）

ヽ 高血圧出現率 蛋白尿出現率 眼底異常所見出現率

受診数ば°一［°| 率 受診数 |c+)以上1 率 受診数凡閲望l率 I 
H1または| 
S1以上

率

29 JI l 内 81 7 8.6 80 20 25.0 81 4 4.9 35 43. 2 

互直 根 74 ， 12.2 74 14 18.9 66 3 4.5 19 28. E 

下 笹 子 99 17 17.2 98 35 35.7 95 3 3.2 34 35. 8 

計 254 33 13.0 252 69 27.4 242 10 4. 1 88 36.4 

30 
JI! 内 39 7 17.9 38 5 13. 2 38 2 5. 3 28 73.'i 

固直 根 38 10 26.3 38 3 7.9 38 2 5. 3 17 44.、
上

笹 子 64 4 6.3 65 8 12. 3 61 10 16.4 31 50.8 

計 141 21 14. 9 141 16 1 1. 3 137 14 10.2 76 55,5 
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表20 産後検診所見，中毒症経過有無別異常出現状況 （鳥海村昭和39年）

高血圧出現率

受麟は°了土°| 率

中経1川内 ・19 3 
畔直根 201 6 

笹子 351 9 

計 741 18 

川内 85 7| 
直根 801 11 

笹／子 1181 • lOi 

計 2831 28 

15.8 

30.0 

25.7 

24.3 
l 

8.2 

13.8 

8.5 

9.9 

蛋白尿出現 率

受診数．I（+)以上1 率

191 5 

201 7 

36 12 

75| 24 

83 

80 

117 

280 

5
ー
8
ー
，
J

1

1

3

9

 

5

2

5

4

 

3 高血圧出現状況

検診時の高血圧出現状況は，表18の如く受検者の13.7

％であるo地区別，年令別では表19に示す如く，川内，

直根は30オ代に高血圧者が多くみられたが，笹子は逆に

20オ代に多いo さらに表20に示す如く，妊娠中毒症を経

過したと思われる者（以下中毒症経過者）では24.3%で

あるが，中毒症経過がなかっだと思われる者（以下中毒

症非経過者）では9.9%となっている。

4 蛋白尿出現状況

検診時の蛋白尿出現者は，表18の如く受検者の21.6劣

眼底異常所見出現率

受麟閥直詈l率仇賢望I率
26. 31 191 31 15. 81 11 

35. 01 181 01 01 5 

33. 31 341 31 8. 61 19 

32. 01 711 61 8. 51 35 

15. 71 ~31 31 3. ~i 431 51. 8i 

12. 51 751 31 4. 01 261 34. 7; 

26. 51 1111 81 3. 61 421 37. 8 

19. 31 2691 141 5. 21 llll 41. 3 

である。地区別，年令別にみると表19に示す如く，全般

に20オ代が30オ代より多く現れ，これに笹子の20オ代が

35.7％で最も多い。さらに中毒症経過者では32.0%,中

毒症非経過者では19.3％であるo とりわけ，中毒症経過

者の20オ代では42.9％となっている。 （表20)

5 眼底異常所見出現状況

眼底血管の嵩血圧性変化 2度以上，あるいは，細動詠，

硬化性変化 2度以上を有する者は，表18の如く受検者の

6.3%である。地区別には，笹子が8.3%で最も多い。年

令別には，表19にみる如く各地区とも30オ代が20オ代よ

りや入多く，ことに笹子の30オ代は16.4％となっている。

図48 地区別，年令別眼底異常出現率（母親検診）
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中毒症経過者は8.5%であり，中毒症非経過者は5.2%

と両者の間に著明な差がない。

さらに，眼底異常所見を高血圧性および細動詠硬化性

変化を何れも 1度以上としてその出現状況をみると表20

の如く，中毒症経過者では49.3%,非経過者では41.3%

でやはり大差はみられなかった。しかしながら，表18に

みる如く眼底受検総数379名中164名 (43.3%)に眼底軽

度異常所見がみられた。これは本荘保健所管内では眼底

受検総数 1274名中200名(15.7%)であるのに比し明ら

かに有意の差がみられた。なお，図48の如く地区別，年

令別においても本荘保健所より多いことが注目される。

6 血 液 所 見

鳥海村の母親の栄養指標として，血液比重，血清総蛋

白，血清総コレステロールの測定を行ない次のような所

見を得た。

l) 血液比重

表21にみる如く，受検数264名であるが，その平均全

血比重は1050.4と標準値1052-1060を下まわっている。

この傾向は 3地区ともほとんど同様の傾向であり，また

表21 血液所見（鳥海村母親検診）昭和39年

全血液比重 血清総蛋白
血清総コ
レステロ町/de
-,レ

人数1平均 I " 人数1平均Irr 人数1平均 9 

鳥海村 264 1050.4 1. 9 249 7.40 0.48! 252 147.5 17. 1 

川内 631050. 2 1.6 637. 65 0.35 63 157. 1 24.3 

直根 771050. 8 2.0 707. 40 0.36 71 140. 5 23.4 

憚子 124 1050.2 1. 8 116 7.26 0.54 118 138.3 27. 1 

硫酸銅法 屈折法 Zak-Henly法

表22に示す如く，出産後の経過に伴なう変化もみられな

し‘o

2) 血清総蛋白

衷 1にみる如く，受検数249名で，平均血清総蛋白は

7.4であり，大体標準値内 (6.5-8.0)にあるo 地区別

では川内7.6,直根7.4,笹子7.2である。 出産後の経過

に伴ない， 1年以上では笹子地区が他に比し低くなって

いる。（表22)

表22 出産後期間別血液所見（鳥海村母親検診） 昭和39年

全
血
液
比
重

鳥

川

直

笹

一

鳥

川

直

笹

鳥

川

直

笹

ロ

ー

レ
ー

血

清

総

蛋

白

コ

レ

ス

テ
百
祭

海

海

海

- 6 カ月末満

人数 1平均 1 <T 

村 791 1,050.6 

内・ 29[ 1,050.2 

根 191 1,050.9 

子 311 1,050.2 

村 78

内 29

根 18

子 31

村 79

内 29

根 19

子 31

7.63 

7,64 

7.40 

7. 711. 

154.9 

155.7 

159.2 

154.0 

6カ月-12カ月未満

人数匠

64 

18 

21 

25 
_T 

61 

18 

21 

22 

62 

均 I,,.

1,050.2 

1,049.8 

1,050.7 

1,050.0 

7.49 

7.56 

7.57 

7.35 

146. 3 

155.6 

133.6 

145.9 

12 カ月以上

人数 1平均 I " 

1031 1, 050. 41 2. 2 

6 1, 050. 4 1. 51 

311 1,050.91 2. 2 

66j 1, 050. 21 2. 1 

921 7. OBI O. 4 

61 7-67 

251 7. 19 

611 6. 99 

931 129. Bl 24. 

61 148. 21 29. 

251 132.6 

621 126. 91 23. 

3) 血清総コレステロール (Zak-Henly法）

表21にみる如く，受験数252名で，平均血清総コレス

テロールは 147.5mg /deで，一般標準値（20-30オ代

164. 0ー173.0叩 Ide)より低I,ヽ o

地区別には川内 157.lm<J{de,直根 147.51119/de,笹子

138. 31119 {deの順になっている。

出産後の経過に伴ない， 3地区とも漸次低下し，こと

に笹子地区が平均126.9mg/deで最低となった。

以上，本荘保健所ならびに由利郡鳥海村の母親検診よ

り妊娠中毒症後遺症様状態を中心にその概略をのぺた。

妊娠は，腎血管系の一つの負荷試験と解され表23にも

みる如くその経過中にかなりの率に妊娠中毒症の発生が

みられる。そして分娩後も中毒症慢性化の後遺症として，

高血圧，蛋白尿が残ることが問題となっている。
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表23 妊娠中毒症頻度

観 察 湯 所 検嗣総数 1 ％ 

秋田 （本荘保健所管内） 1307 23.( 

北海道 （夕張 ク ） 7662 1 1. : 

川崎（中央 ク ） 1831 8. : 

九 州 大 学 2456 2. 9 

東 京 大 学 7201 8.9 

長 崎 大 学 2295 4.4 

名 古 屋 大 学 855 12., 

妊娠中毒症委員会 46537 1 1. c 
文部省 総合研究班 23960 8.4 

厚 生 省 （昭和37年） 12. f 

東 北 大 学 1699 27. ~ 

表24 20---30オ代女子死因中の

脳卒中の割合 秋田県

20 オ代 30 オ代

死脳亡卒率中 1総の死割合因中％ 死脳卒亡率中 1総の死割因合中％ 

昭 10 1 1. 8 1. 5 123.8 14, 0 

25 5.3(3.2) 0.9(0.7) 55.7(12.5) 8.3(2.5) 

28 5. 4 1. 9 41. 2 1 1. 1 

29 2.7 1. 1 25.5 7,9 

30 3.4(2.6) 1. 8(1. 3) 34.8(9.8) 11.7(3.6) 

31 0. 8 0.5 23.5 9.0 ． 
32 4.3 2. 9 23.8 9.6 

33 3.4 2.2 お．3 9.2 

34 4.6 2.6 16.S 8.8 

35 0.8(2,3) o. 6(1. 6) 16.5(8.S) 9.2(4.2) 

36 4.3 3. 5 14.6 8.9 
I 37 1. 8(2..1) 1. 6(1. 8) ll.2(7.4) 6.4(4.2) 

（．）全国

このことは，児障害の要因の 1つとして重要なばかり

でなく，女子の高血圧問題を考える上に，この妊娠中毒

症の慢性が，女子のそれにどのような役割を演じている

かを知ることも大切である。

ことに，本県における20-30オ代の女子の死因をみる

と表24に示す如くで，かっては非常に高率をしめていた

若年女性脳卒中も，近年に至り少なくなっているとはい

うものの， 30オ代では，未だ全国平均をはるかに上廻っ

ている状態である。そしてこのことは，決して妊娠と無

関係とは言い得ないと思われるo事実，九嶋教授は慢性

妊娠中毒症に引き続いて起った後遺症状の78％をしめる

高血圧は，内科医により本態性高血圧と診断されている

ことが多く．慢性中毒症に基因する脳出血は，男性の場

合に比し，若い時期に発生しており，一般に女子の脳出

血死年令が男性のそれより低いのは，この慢性中毒症の

故であるかもしれないとのべられている。また，川原氏

は，分娩後数年-201玲こ経過した婦人の中に，妊娠後何

かに起因する症状を有する婦人は14.9％以上であろうと

のぺている。

私共が行なった検診対象は，乳児検診を目的として集

まった母親の集団であり，検診時点において，一般に

「どこも悪くない」と自覚している人々である。その中

の20%（鳥海村） 23％ （本荘保健所管内）が妊娠中毒症

経過者であり，現在，高血圧者が23.6％ （本荘） -24.3

％ （鳥海村），蛋白尿が18.8%（本荘） -32%（鳥海村），

眼底異常所見（高血圧性，細動肱硬化性変化2度以上）

が8.5％ （鳥海村）-18%（本荘）認められた。そして，

中毒症非経過者と思われる者でも，異常者が担当数発見

されたのである。

ことに鳥海村において， 20オ代の者に蛋白尿が多いこ

と，さらに眼底の軽度異常所見を有する者が全体の43.3

％にみられ，本荘保健所管内の15.7％に比し多いことは

注目すべきであろう。

また，受検者の約う紐に施行した血液所見の中で，全血

比重の平均が1050,血清総蛋白 7.4で平出氏の栄養失調

症の値（1048)に近いものである。同氏が大東亜戦争後

半の日本人1000人に行なった血液比重1055,血清総蛋白

7.3の成績を潜在栄養疾調状態としているが，鳥海村の

湯合はこれをや.I..下まわる状態であり，さきにのぺた眼

底所見の軽度異常者の極めて多い事実と合せ考える時，

その大多数の母親が無自覚性の潜在異常状態を有してい

ることがうかがわれる。

現在，国においても，母性保護の具体的問題解決とし

て，妊娠中毒症対策に力を入れていくことになつたが，

こうした制度による妊婦の訪問指導や，中毒症罹患者の

公費負担等も勿論大切なことであるが，公衆衛生の立場

からは，本人自身が気づかずにいる出産後の検診もまた

前者におとらず重要なことである。

医師は勿論のこと，土地に密藩し，住民の健康相談に

あづかっている保健婦，助産婦の積極的な働きかけが望

まれる。そこで発見された人々を医師のもとに送り，次

回の妊娠の安全を守り，ひいては健康な子どもを，そし

て一面においては，脳卒中その他の疾患の予防へと連な

るものである。
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皿乳幼児の発育 、
さきに母親検診についてのぺた如く，本荘保健所では，

旧町村単位の母子移動クリニックを行なっており，一方，

由利郡鳥海村においても，衛生科学研究所ならびに矢島

保健所共同で毎月母子検診を行なっている。

この両者の乳幼児検診結果に基づき，今回は身体計測

の上よりその発育状態を観察してみたい。

1 本荘保健所管内の乳幼児発育状況

当管内における昭和38年度乳児検診実数は1300名で受

診率81.3％であり， 3オ児検診数は970名で受診率80.5

％である。

人口動態統計と合せて，集団としての地城差の検討を

行なうため，これと同じく農林省統計調査部の経済地区

帯区分により，都市近郊凶，平地帯村(B)，晨山村(C)に分

類して比較した。

1) 月令別身長，体重平均値

表25に示す如く，本荘保健所管内平均は，昭和35年乳

幼兒身体発育値にほとんど重なった。この中，出生時の

（全国）

表25昭和35年乳幼児身体発育値
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身長，体重は出生票に基づいたものである。

地区別にみると，出生時の身長，体重はAがB,Cに

比し多く，ことに女子の身長は表26,27に示す如く A,

B間に1.3c軍の差がみられた。その後月数の進むにつれ，

図49にみる如く 3カ月頃から漸次ABC間に開きが現わ

れ． 6-7カ月頃になつてさらに明らかになり． 1年に

至り身長，体重共にBがACに比し男女とも下位となっ

た。

3オ児においては．表29の如く平均値では昭和35年発

育値に比し，身長においてはCの男子およびBの女子の

後半が，また体重においてはBの男子およ・び女子の後半

において若干下まわっている。

2) 階級区分による比較

昭和お年乳幼児身体発育値では，平均値を中心として，

上下に 2分の 1標準偏差をとった範囲を「中」と称し，

これより以上を「大」， 以下を「小」と 3階級にわけて

いるoすなわち，この方法に従えば，もしある集団を構

成する乳幼児測定値が，発育値と同じよ•うな分布であっ

た場合には，大中小が 31:38: 31の割合になると考えら

れている。

月令別身体発育状況（本荘保健所管内）昭和38年

男 児 女 児

身長cmll体重kg 身長cm1l体重kg 

出生時 49.8 3. 10 49.6 3.00 

1-2 55.4 4.70 54. 2 4.50 
カ月

2-3 58.5 5.70 57.2 5. 20 

3-、4 60.9 6.30 59.9 5. 80 

4-、5 63.2 6.80 61. 9 6.40 

5-6 65.5 7.40 64.0 6.90 

6-、7 67.0 7,80 65.4 7.20 

7-8 68.5 8.10 66.8 7.50 

8ー9 69.7 8.30 68.2 7.70 

9ー10 70.8 8. 50 69.4 8.00 

10-11 72.0 8.60 70.4 8. 2( 

ll-12 73. 1 8.80 71. 6 8.40 

12- 74. 1 9. 10 72.7 8.5( 

身＿ 長 CIII 体 重 k9

男児女児
| 

N門|-C N|M| rr 

出生時 I662149. 91 2. 41 622149. 61 2．叫l出生時

1-2 I 66155. 71 3. 71 66156. 21 3. 4 

嘉 11:58. ] 3. 1| 16655. 2| 2. 5¥ 

1-2 
カ月

2-3 

男児女児

N | M | IT ：丁；戸

9: :: :I: :6 :: 4 3. :i: :1 

1841 5. 810-80i 1701 5. 410-69 
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表26 月令別身体発育状況 （本荘保健所管内都市近郊地区w)昭和38年

身 長 F1/1, 体 重切

I I I 
男

N I 
男 児 女 児

N I M I IT N I M I <T 

出生時 188 50.55 2.64 194 50.23 3.o:. 

1-2 23 55.04 2.48 21 55.81 3.2. 
カ月

3.0( 2-3 49 58.16 2.58 57 57.02 

3-、4 69 61. 25 2.40 71 59.58 2.34 

4-5 72 63,53 0.19 55 62.54 2. 2~ 

5-6 47 65.36 2.20 56 64.00 2.2( 

6-、7 56 67.46 2.26 46 65.87 2.08 

7-8 28 68.43 1. 56 40 68.50 2. 78 

8ー9 25 69.52 2.40 31 68.24 2.72 

9-10 14 70.85 2.56 29 70.27 2.82 

10ー11 10 72.80 1. 16 22 71. 38 3.10 

ll-12 19 74.12 2.36 16 72.24 2.40 

12-13 ， 75.78 3.24 11 73. 82 3.52 

児女児

M I、,,. I N l M l, 
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表27 月令別身体発育状況 （本荘保健所管内平地帯村(B)) 昭和38年

を C軍体・重 kg

男 児

N I M I rT 

出生時 210 49.61 2.36 ＇ 

1-2 19 56.31 4.00 
カ月

2-3 73 57.81 2. 70 

3-4 92 60.98 2. 62 

4-、5 79 63,65 2.30 

5-6 68 65.03 2.62 

6-、7 68 66.97 2.48 

7-8 48 68. 37 2.78 

8ー9 32 71.00 2.48 

9ー10 41 70.97 
3. 52 60 

10ー11 39 72,05 2. 

11ー12 27 73. 55 2.80 

12-13 15 74.40 2.30 

長

女

N190 I 

27 

68 

76 

56 

49 

52 

35 

33 

29 

17 

18 

13 

児

M I IT 

48.92 2. 14 

55,33 3.32 

57.47 2.28 

59.92 3.32 

62.46 1.94 

63.63 2.56 

67.92 2.20 

68.06 2.64 

68.67 2.72 

70.20 2.52 

70.7 2.12 

71.78 2.46 

72. 76 2.781 

男 児 女 児

N M |、 N I M I,r 

出生時 255 3.12 0.41 255 3.08 0.41 

1-2 39 4. 70 0.93 59 4. 5 1 o. 7.2 
カ月

2-3 77 5.68 0.65 69 5.46 o. 78 

3-、4 93 6.36 0.72 76 6.14 o.6e 
ヽ

4-5 82 7.03 0.72 56 6.63 0.88 

5-6 69 7.46 Q.79 49 7.04 0.83 

6-7 67 7,83 0.71 53 7.55 0.71 

7-8 48 8.08 0,87 35 7.83 0.9C 

8-9 32 8.62 1. 06 33 8.00 0.94 

9ー10 41 8.57 1. 02 29 8. 31 0．疵

10ー11 39 8.78 0.89 18 8.20 0.6, 

11-12 27 9.00 1. 01 18 8.31 O.GJ 

12-13 15 9.38 0.86 13 8.57 1. 02 
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表28 月令別身体発育状況 （本荘保健所管内晨山村(C)) 昭和38年

身 長 C震 体 重 kg

男

I児、 IN女I 児

N I M M I,,. 
男 児 女 児

N I _M 1、 N I M I If 

出生時 264 _49.92 1. 94 238 49.60 

2. ： 
1-2 24 55.92 4.54 18 56.33 3. 

カ月
2-3 54 58.11 4.00 41 57.12 2. 

出生時 • 507 3.24 0.40 375 3.08 0.44 

1-2 25 5.11 1.11 21 '4.93 0.7€ 
カ月

2-3 58 5,75 0.78 44 5.13 0.6~ 

3~、 4 64 60.34 3.66 68 59.44 2. 7C 3-4 64 6.43 0.86 68 5.99 0.6~ 

4-、5 77 63.04 2.24 69 60.67 
3.8 :I 

5-6 51 64.59 2.60 54 64.04 2.4 

4-、5 77 7.01 0. 85 69 6.40 0.74 

s-6 51 7.31 0.86 54 7.06 0.81 

6-、7 44 68.77 2.24 50 64.801 2. 68 6-7 44 7.97 0.73 50 7.39 0.6C 

7-8 51 67.92 2.80 53 66.53 
3. 04 54 ． 

8-9 4 69.68 3.02 48 68.29 2. 

7-8 51 8.14 0.92 54 7.40 0.85 

8ー9 43 8.38 o. 74 49 7,84 0. 8: 

9-10 49 7 1. 39 2.46 43 69.44 2.5€ 9ー10 49 8.71 0.74 43 a.oo 0. 85 

10ー11 41 72.39 2.76 43 70.23 2.9E 10ー11. 41 8.73 1. 04 44 8.35 0.89 

11-12 33 73.27 2.78 36 71. 61 2.6C 11-12 33 8.94 1. 17 37 8.29 0.7'1 

12-13 27 75.04 2.44 30 72.73 2. 32: 12-13 27 9.47 0.69 30 8.77 Q,89 

表29 三才児身体発育状況、（本荘保健所管内） 昭和37,38年

身 長 体 重

男 児 女 児 男 児 女 児
地区

NI | rr NI I rT M M 
地区

NI I " NI M M rr 

名| Clll 名 CIll 

293 (91. 9)92. 60 3. 58 364 (90. 7)91. 41 3.76 

50 93. 28 3, 01 44 92.73 2.9S 

130 92. 97 3-60 125 91. 99 3.6, 

屑
名 kg 名 kg 

1. 3: 本荘計 394 (13.3)13.85 1. 44 365 (13, 3)13. 33 

A 50 13,96 1.28 44 13.36 1. 4 ( 

月 B 130 13. ＇ 76 1. 4 7 125 13-34 1．咲
末

212 92. 22I 3. 46 195 91.37 3.5€ 満 C. 214 13.88 1. 44 196 13.32 1. 2( 

392 (95, 0)96. 29!4.16 413 (94. 1)94. 10 3.62 満 沐荘計 408 (14.2)14.38 1. 63 405 (13.8)13.88 l.4E 
3 

95 92. 73 3. 00 91 95,61 2.9E 才 A 97 14.77 1.29 91 14:49 1. 49 
6 4 

103 95. 0014-:] 128 94.03 3.65 

194 94.865. 194 93.43 3. 5C 

1. 6:: 

叶
B 108 14.05 1. 53 113 13.55 

C 2031 14.39 1. 77 201 13.80 1. 34 

（ ）全国平均 （ ）全国平均
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表30 本荘保健所管内地区帯別乳児，三才児の発育分布

A B C 

総数 1 大 1 ・中 I 小 総数| 大 | 中 小 総数 1 大 | 中 | 小

身 品 飴 ％ ％ 嘉 ％ ％ ％ 名 ％ ％ 
37％ .3 

／ 
前半 27.2 46.5 26.3 24.3 45.1 30.6 314 22.6 40. 1 

l 

乳 長 後半 102 28.4 56,9 14. 7 202 21.1 47.0 25.2 244 25.0 45.5 29.5 
男

体 前半 317 35,6 42.9 21. 5 421 28.8 44.3 26.9 319 33.5 45.1 21. : 

重 後半 102 46. 1 37,2 16.7 202 27.2 47.0 25.7 244 30.7 42.2 27.0 

身 前半 306 26.5 

48. 員328 27.7 48.2 24. 1 23. ~I 38. 7 37.'.l 

女
長 後半 141 38.9 40. 145 35. 9 42.8 21. 4 24.9 42.7 32.4 

児
．体 前半 308 45.5 41. 362 32.6 48.3 19.1 28.8 50.0 21.2 

重 後半 149 49.7 36. 145 36.6 42.1 21. 4 25.7 42.0 32,3・ 

50 4o.o1 40.0 14.0 124 39,5 214 28.Q 44.3 27.5 

・ 95 40.0 43.1 16.8 ll:3 31. 8 192 30.7 25.5 43.7 

50 54.0 30.0 16.0 124 25.0 214 50.0 27.5 22.4 

才
97 48.4 31. 9 19.5 114 33.3 190 44.7 29.4 25.7 

身 前半 44 52.2 36.3 1 1. 3 124 36.2 
44. ： 19.3 

195 32. 3 o: 34.8 32.E 

児 女
長 後半 91 42.8 43.9 13.1 128 25.7 37.. 36. 7 196 25. 36. 7 38.: 

体 前半 44 43.1 34.0 22.7 124 35.4 35, 29. 0 196 39.7 35-2 25.0 
l,  

重 後半 91 56.Q 27. 4 16.4 128 25.7 27. 46. 3 198 34.3 31.8 33.8 

図49 本荘保健所管内地区帯別

発育曲線 （昭和38年度）

g
 

これに合せて，管内の発育状態の分布をみると表30tこ

しめす如くである。

つまり，乳児ならびに 3オ児を， 6カ月以前と以後に

分サ，それぞれ前半，後半としてその発育状態をみるとテ

図50,51, 52, 53に示す如く年長児につれてAの場合は

小の％が少なくなり，大が多くなるが， BCは逆に小の

％が多くなる傾向である。そして大もや^.I.多く，従って

中間の者が少なくなり．大小の差が目立ってくるoこの

ことは． B地区の女子において特に著明である。

2 鳥海村の乳幼児発育状況

鳥海村の乳児検診総数は表31の如くで，昭和38年度は

188名で受診率80.6%,・39年度は 184名受診率100％であ

る。 3オ児は38年度206名受診率81.1%,39年度174名受

診率82.8％となっている。これを人口動態統計と同様，

川内，直根，笹子の 3地区に分けて観察した。

1) 月令別身長，体重平均値

表32に示す如く，鳥海村平均は昭和35年度乳幼児身体

発育値より，男女とも身長体重何れも少なく，従って図

54に示す如<,各月令とも本荘保健所管内を下まわって
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表31 鳥海村乳児 3オ児受診状況

（昭和38,39年度）

1年度対象人員受診数受診率
％ 

昭和38I 2331 1881 80. 
児

39 I 1841 1841 100. 

38 I 2541 206 

39 I 2101 174 

いるo地区別には表33,34, 35,図55に示す如く著明な

差がみられない。

3オ児は表36にみる如く，身長は男女とも大体全国並

といえるが，体重は男女とも直根地区がや立少ない。

81. 1 

82. 
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表32 月令別身体発育状況（鳥海村） 昭和38.39年

長四 体重 k9 

月数

男

一

ー

lz
 

M 

児

I,,. 
―

―

 

女

z
 

M 

児

I O' 

1-2 
カ月』ー

2-3 

3-、4

4-、5

5ー6

6-、7

7-8 

8-~ 9 

9ー10

10ー11

ll-12 

12-13 

571 

69 

77i 

• 71 

661 

69 

53 

48 

42i 

401 

38 

201 

53.8 

57.3 

59.7 

62.4 

64.9 

66.7 

67.0I 

69.3 

69. 1 

69,5 

72. 6| 

72. 0| 

1.61 

2. 6| 

3.01 

3. 0, 

2.3 

2.8 

3.2 

2.61 

3.3 

2

4

1

 

．
．
．
 

3

2

3

 

401 

73 

48 

53 

45 

53 

39 

44 

34 

34 

26 

28 

53. 2, 

56,3 

59.7 

61. 6, 

63.4 

65.6 

66.0 

67.8 

69.1 

70.1 

. 70.8 

73.6 

2.9 

3.0 

3.1' 

2. 6; 

3.0 

2. 8! 

1

0

r

ヽ

u
J

ヽ

ヽ

E

．

．

．

．

．

．

 

3

3

3

3

3

2

 

男 児 女 児
月数

N I I,,. N I |,,. M M 

1-2 58 4.4 0.68 46 4.2 0.63 ’ 
カ月

2-3 71 5.4 0. 80 75 5. o 0.73 

3-4 78 6. 1 0.85 49 5,8 0.78 

4-、5 71 6.6 0.91 54 6.3 0.76 

5ー6 66 7. 1 0.86 45 6.8 0. 8( 

6-、7 69 7.5 . 1. 02 53 7.3 0.6~ 

7-8 54 7.6 0.81 39 7.3 o. 7~ 

8ー9 48 8.1 0.92 47 7.6 0.8( 

9ー10 44 8.4 0.92 36 7.8 1. oc 
10ー11 41 8.2 0.99 34 8.3 0.9E 

11-12 40 8. 8 0.92 27 8.1 0. 8C 

12-13 20 8.6 0.98 28 8.9 0.8~ 

図54 本荘保健所管内， 鳥海村乳幼児発育曲線

本荘保健所管内
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表33 月令別身体発育状況（鳥海村，｝I|内地区） 昭和38.39年

身 長 cm 体 重 kg

男 児 女 児 男 児 女 児
月数

N I 1, N I I rr M M 
月数

N I 
| rJ' N I I ,r M M 

1-2 14 52.9 2.2 ， 53.4 3. : 
カ月

1-2 14 4. 1 0.69 ， 4. 1 0.5€ 
カ月

2-3 33 58.0 3.2 26 56.0 2.’; 2-3 33 5.6 0.76 26 '4.8 0.6E 

3-、4・ 26 60.2 3.3 17 60.4 3.ヽ 3-、4 27 6.2 0.89 17 5.8 O. 9E 

4-、5 29 63.1 2.5 19 60.1 3. ( 4-5 29 6.7 0.71 19 6.0 0.8( 

5-、6 25 65.3 1. 9 16 63.0 4. ; 5-6 25 7.2 0.59 16 6.6 0.71 

6-、7 25 66.7 2.5 16 66.1 3.5 6-、7 25 7.6 0.96 16 7.0 0.9~ 

7-8 15 65.5 3,5 13 65.3 3.1 7-8 15 7.4 0.44 13 7.2 0.4( 

8-9 17 69.6 2.9 11 68.6 2. 9 8-9 17 8. 1 0.86 11 7.7 0.74 

9-10 10 LO. 8 4.3 7 69.0 3.9 9-10 10 8.7 0. 82 7 7.5 0.4€ 

10ー11 10 70.8 4.7 7 71. 3 3.1 10-11 10 8.2 1. 12 7 8.2 0.8( 

ll-12 8 72.7 2.3 8 70.7 4. 3 ll-12 8 9.1 1. 02 ， 8.4 0. 9C 

12-13 4 74.5 3.0 ， 74.1 2. 1 12-13 4 9.2 0.90 ， 8. 8 0.82 

表34 月令別身体発育状況（鳥海村，直根地区） 昭和38,39年

身 長 C飢 体 重 k,

男 児 女 児 男 児 女 児
月数

N I | er N I | C1' M M 
月数

N I I (T N I I rr M M 

1-2 21 56.7 2.8 16 53. 1 3.( 1-2 22 4.3 0.78 20 4.2 0.71 
カ月 カ月

2-3 14 56.7 2.9 17 56.3 2.7 2-3 15 4.9 0.71 17 5. o 0.65 

3-、4 25 60.0 2.1 16 59. 1 1. 3 3-4 25 6.0 0.63 16 6.0 O. 7C 

4~、 5 20 62. 1 2.7 17 61.6 2.1 4-、5 19 6.3 0.90 17 6.5 0. 78 

5-、6 19 64.8 2.3 10 63.0 3.8 5-6 19 7. 1 1.00 10 6.6 0.9~ 

6~、 7 19 65.8 3.2 18 65.4 2.6 6~、 7 19 7.3 1. 05 18 7.5 l. lE 

7~ 8 25 67.3 3.1 12 67.3 2.9 7-8 25 7.5 0.87 12 7.8 0.6( 

8-9 17 68.6 2.5 17 67.5 2. 1 8-9 17 7.9 1. 02 18 7.8 0.8, 

9-10 18 69.9 2. 4 10 67.2 2. € 9-10 18 8.4 0.81 10 7.5 1. 01 

10ー11 14 70.4 2.8 13 69.3 3. 3 10-ll 14 8.2 0.96 13 8.1 1. 01 

n~12 12 72.3 2. 5 8 69.8 3.C ll-12 12 8.6 0.90 8 8.0 O. 8E 

12-13 7 69.91 2. 8 ， 74.8 1. 5 12-13 8 8.3 0.82 ， 9.2 o. 8~ 
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表35

身

月令別身体発育状況（鳥海村，笹子地区） 昭和38,39年

長 C1II 体 重 k, 

男 児 女 児

月 数

NI  I,,. N I I,,. M M 

1-2 22 53,6 2.1 15 53.1 2. e 
カ月 ． 

3. ~ 2-3 22 57.1 2.7 30 56.4 

3-、4 26 59.3 3.6 15 59.3 3. 9 

4-、5 ： 61. 6 3.6 17 63.0 1. ~ 

5-6 22 64,5 2.6 19 63.9 2.0 

6-、7 25 67.4 1. 9 19 65.3 2.3 

7-8 13 67.9 2.3 14 66. l 2.'1 

8-9 14 69.7 2. 16 67.5 3.3 

9ー10 14 69.4 2.2 17 70.2 2.? 

10-ll 16 70,5 2.3 14 70.1 3.'i 

11-12 18 72.7 2.9 10 71. 4 1. g 

12-13 ， 72.6 2.3 10 72,0 3. c 

表36

身

三才児身体発育状況（鳥海村）

長

男 児 女 児
地区

NI I rr |、M N M 

cm 名 C111 

(91. 9)91. 6 3.90 100 (90.7)90.8 4. 7( 

92.4 3.40 38 92.3 5.9€ 

93. 1 4.78 26 90. 1 3.Bf 

92.7 3:28 36 90.3 4. 7; 

R 鳥海ホ 64 (95. 0)95. 1 4.40 59 (94, 1)93. 0 3. 4E 

才満川内 21 93.5 7.90 16 93.4 3. lS 
6 4 
ヵ
満ま： 子根

15 96. 1 3.00 13 94.1 3. 2C 

1 28 95.C 3. 661 27 93. 4 1. 9C 

（
 

）全国平均

2) 階級区分による比較

表37,図56にみる如く，身長，体重において男女とも

本荘保健所管内に比し小の比率が多いo女子の体重は年

長児につれて，小の比率が増加する。

地区別には，表38に示す如く 3地区ともあまり著明な

男 児 女 児
月数

N IM  I N,_M I o• O' 

1-2 22 4.5 0.52 17 4.2 0.61 
カ月

2-3 23 5.4 0.78 32 5.0 0.50 

3-、4 26 6. 1 0.97 16 5.7 o.sc 

4-5 23 6.8 1.06 18 6.6 0.6C 

s-6 22 7,3 0.98 19 6.7 O. 7S 

｀ 6-7 25 7.9 0.93 19 7.2 0. 4'i 

7-、8 14 8.9 0.84 14 7.5 0. 84 

8-9 14 8,5 0.80 18 7.8 0.8( 

9一10 16 8.1 1. 01 19 8.3 0.7ヽ

10ー11 17 & 3 0.92 14 8.2 0.9E 

11-12 20 8. 8 0.84 10 8.1 0.6~ 

12-13 ， 8.5 1. 03| 10 8.7 o. 7~ 

昭和38,39年

体 重

男 児 女 児
地区

. NI | er NI I " 
M M 

名I kg 名 kg 
78 (13. 3)13. 36 1. 47 99 (12.9)12.80 1. 46 

37 13. 17 0.66 37 12. 95 1.34 

17 12.96 1.34 26 12.02 1. 52 

24 13. 72 i.35 36 13.20 1.36 

満 鳥海村 65 (14,2)14.14 1. 51 57 (13.8)13:51 1. 35 

h 川内 21 14.08 1. 47 17 13.67 1. 22 

ばS満
直根 15 13.20 1. 52 13 13,48 1. 2C 

笹 子 29 14.65 1. 29 27 13.62 1. 44 

（
 

）全国平均

差はみられないが，図50,51, 52, 53に示す如く，直根

が全体として大が少なく下が多い傾向である。笹子の 3

才児男子前半に，身長，体重の大が極めて多いのが目立

っているが，女子は年長児につれ下の％が若干多い。



-144-

表37 本荘，鳥海村の乳児，三才児の発育分布

本 荘 （昭38) 鳥 海 村 （詔39)

総 数 1 大
I 

中
I 

小 総 数 I 大 | 中
I 

小

身 叫 嘉 24閂 ぷI 喜 晶1 喜 39.序|
％ 

前 41. 1 

長
後 叫 S48¥ 26.21 48. 2| 25. 2| 120| 16. 11 44.21 39.1 

乳 男

体
即9 9 叫 10631 22.9! 44. 11 23.61 2401 24.31 38.7I 37. C 

重 後 叫 5481 32.31 43. 11 24.61 1251 21.61 40.ol 38.4 

身 前 叫 9341 26.01 45.21 28.a¥ 1641 22.61 43.91 33.5 

児 女
長 後 叫 5471 31. 6| 42.21 26.21 901 36. 71 28.91 34,4 

体 前 叫 9761 35.5| 46.81 17. 71 1691 20. l| 46.21 33.7 

重 後 半 551| 35. 0| 40. 5| 24.sl 89| 28. 11 41.6/ 30.3 

身 IÌ' U 叫 3881 33.斗 42.31 24.sj sol 38.ol 42.oi 20.0 
~ 

男
長 後 叫 4001 33.31 32. 0| 34. 8| 441 34.21 29.5| 36.4 

体 月‘’U 叫 3881 42.51 34. 8| 22. 7| 461 37. 0| 21. 7| 41. 3 

重 後 半 I. 4011 42. 4| 29. 71 27.91 451 31. l| 48.91 20. C 
才

叫 3631 36. l| 38.3| 25.61 431 34. 1/ 34. 9| 身 前 34. 1 

女
長 後 叫 4151 29.21 38.6| 32.31 351 28.61 | 37. ii 34.3 

児
体 前 叫 3641 お． 7| 35.21 26. ii 431 34.91 30.21 34.9 

重 後 叫 4171 36. 5| 29. 5| 34. ii 351 28.61 22. 9| 48.5 
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表38 鳥海村三地区の乳児，三才児の発育分布 （昭39)

JI! 内

総数 I大 1中 I小

身 月‘’U 半 I 乱.16閂ぷI 39~1 

長
後 叫 471 23. 41 46. al 29. al 

乳 男

体 郎‘’ 半 93 20.4 43:01 36.61 

重 後 叫 48 20.8 41. 7| 37. 5| 

身 前 半I 431 18.6 51. 2J 30. 2 

長 後 半 I 32 40. 61 21..91 37. 5 
児 女

体 前 叫 43 16.3 48.81 34.9 

重 後 半 l 32 40.6 28. 1! 31. 31 

身 前 半 I 20 36. oJ 40. 9 30. o 

長 後 半 l 17 35. 3 29. 41 35. 3 
~ 

男

体 よ郎 半 I 20| 25. o| 25.0| 50.oI 

重 後 半 I 17| 29. 4| 58. 5| 11. 8| 
オ

叫 13 30. aJ 30. si 38. 41 身 前

女
長 後 叫 121 41. 11 33. 31 2s. ol 

児
体

.,,__ 即 叫 13 30. a -38. 41 30. aj 

重 後 引 12! 25. oi 2s. oi 50. o 

以上本荘保健所管内ならびに由利郡鳥海村の，乳児な

らびに 3オ児の計測の上よりみた発育状態を観察した。

成長発育という生物現象は，船川氏等のいわれている

如く，内外の因子に左右され，また，その影響のうけ方

も個人により相異し，身体の総合的な変化としてあらわ

れるものであり，対象を平均として観察することは正し

くない。身体を綜合的に評価するための方法が種々研究

されているが，単ーな方法で完全なものはまだみられな

い故，硯場においては多数の形態上，機能上の測定に基

づいた綜合的な評価を下さざるを得ないとしている。

吾々が行なった検診地域の発育評価の一指標として，

今回は計測のみの単一方法で観察してみたが，その実態

を通して，全国のそれと比較するとともに，地城差を検

討する上にある程度の意羮を有するものと思われる。

すなわち，

1) 本荘保健所管内は，全平均としては男女とも，身

長，体重何れも昭和35年乳幼児身体発育値にほとんど重

なり，全体としては中位である。

月令別発育をA, B, Cの3地区で比較してみると，

直 根 笹 子

総数|大|中|小 総数 I大 1中 i 小

乳昇 32行I 46悶 乳22各I 39悶39．弓

401 11.51. 32.51 50.0! 33¥ 6.1 54. si 39.4 

741 13,5 43. 21 43. 2 761 39.5 28.91 31.€ 

41 14.6 43.9 41. 5 361 30. 6 33, 31 36, 1 

56 26. al 30. 41 42. aj 65| 21. 5| 50. 8| 27.'.i 

18 38.9 16. 71 44.41 381 34. 21 42. ii 23.'i 

561 26.8 33. 91 39. 31 wl 11. 1 54. 31 20. e 

18| 22. 2| 44. 5 33. 31 391 20. sl si. 31 28. ~ 
171 29. 41 52. 91 17. 71 13| 61. 5| 30. 8| 7. 9 

10 30.0 20.0 so.oi 17| 35. 35. 31 29. 4 

12I 2s.o 16.7 58.31 141 64. 31 21. 41 14. ~ 
101 10. ol so. oi 40. ol 181 44. 41 38. 91 16. 7 

nl 45. s 36. 41 1a. ii 191 26. 3 36. 9,. 36, ~ 

91 11. ii 55. 51 27. 31 141 28. 61 28. 61 42. E 

11 36.4 9. 1 54. 5| 191 36.9 36. 91 26. ~ 

91 22. 2 33. 31 44. sl 141 35. 7 14. 31 so. a 

3カ月頃からやq開ぎが現われ， 6-7カ月頃になりさ

らに明らかとなり， 1年の終りにはAが上位，次にc.
そして Bが男女とも最下位となった。

階級区分による比較では， Aは年長につれ，下の形が

少なく． B, Cでは反対に下の飴が多くなり， 3オ児に

至り特iこ明瞭で，殊にBの女子にその傾向が著明であ

る。

2) 鳥海村においては，全平均として男女とも身長，

体重何れも全国発育値を下まわった。従って本荘保健所

管内の平均を下まわることとなる。

川内，直根，笹子の 3地区で比較してみるとほとんど

大差がない。

階級区分では，一般に本荘保健所に比し，上が少なく，

下が多い。 3地区の間では．直根が他の 2地区に比しお

とっている。

つまり，鳥海村は本荘保健所管内のBC地区に匹敵し．

全体として発育がおくれている。

一般に農山村iこおいては，概して年長児になるにつれ．

大小の格差が明らかになり中間層が少なくなる傾向にあ
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る。

本荘保健所管内で．比較的豊と思われるB地区で，そ

の傾向の強いこと，また，鳥海村笹子の男女間の発育の

差などは，堀下げて分析すれば，現在の最村における育

児の問題点がうきぽりにされるかもしれない。

栄養方法に限らず，その背景となる家庭の問題，社会

環境，自然環境等多くの条件に障害因子の存在が考えら

れ，経済面のみでは解決出来ない重要な課題である。

稿を終るに当り，本荘保健所ならびに矢島保健所員，

とくに本荘保健所長兼衛生科学研究所成人病科長児島三

郎氏の御援助に深謝する。さらに血液検査において成人

病科船木章悦，今野宏の両氏に，集計にあっては当科小

野山直子氏の努力に感謝すo
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